
コ

ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
成
立
と
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の

ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策

コロンボプランの成立とアトリー労働党政権のスターりング政策（山口）

山

口

育

人

門
要
約
】
　
一
九
五
〇
年
一
一
月
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
英
連
邦
諸
国
・
植
民
地
に
よ
る
六
ヵ
年
経
済
開
発
計
画
を
ま
と
め
た
「
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ

ン
」
が
公
表
さ
れ
る
。
従
来
の
研
究
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
に
つ
い
て
、
東
西
冷
戦
が
激
化
す
る
な
か
南

ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
政
治
的
安
定
を
は
か
り
、
西
側
志
向
を
維
持
し
よ
う
し
た
政
治
・
外
交
的
意
図
や
、
地
域
で
の
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
を
維

持
し
つ
つ
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
取
り
込
も
う
と
し
た
発
想
を
中
心
に
お
い
て
理
解
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
策
定
プ
ロ
セ
ス
や
そ
の

具
体
的
構
成
・
内
容
は
、
一
九
四
九
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
の
農
開
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響
を
受
け
た
の
で

あ
り
、
本
稿
は
、
そ
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
ま
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
と
の
密
接

な
連
関
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
た
な
世
界
構
造
の
も
と
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
〇
巻
六
号
　
二
〇
〇
七
年
＝
月

は
　
じ
　
め
　
に

一
九
五
〇
年
＝
月
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
英
連
邦
諸
国
・
植
民
地
の
六
ヵ
年
経
済
開
発
計
画
を
ま
と
め
た
、
い
わ
ゆ
る
コ
ロ

ン
ボ
プ
ラ
ン
（
「
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
経
済
協
力
開
発
の
た
め
の
コ
ロ
ン
ボ
計
画
…
日
豊
○
。
一
。
ヨ
げ
。
℃
一
碧
｛
9
0
。
－
○
需
§
ぞ
Φ
図
8
昌
○
鼠
。
U
Φ
＜
①
一
〇
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

羅
三
冒
ω
8
臣
き
儒
○
。
。
葺
7
皿
山
。
・
げ
諺
ω
虻
）
が
公
表
さ
れ
た
。
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
誕
生
の
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
五
〇
年
一
月
に
コ
ロ
ン
ボ
で
開

（799）工



催
さ
れ
た
英
連
邦
外
相
会
議
に
お
い
て
、
経
済
発
展
の
促
進
を
通
し
て
地
域
の
生
活
水
準
の
向
上
を
は
か
る
べ
く
協
力
、
行
動
す
る
こ
と
が
合

意
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

　
イ
ギ
リ
ス
が
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
に
込
め
た
ね
ら
い
に
つ
い
て
は
、
計
画
が
実
質
的
に
動
き
は
じ
め
た
五
｝
年
末
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
後
を
継

い
だ
チ
ャ
ー
チ
ル
保
守
党
内
閣
に
そ
の
概
要
を
説
明
す
べ
く
準
備
さ
れ
た
文
書
が
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
冷
戦
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
決
状
況

に
お
い
て
、
南
ア
ジ
ア
・
菓
南
ア
ジ
ア
地
域
の
利
益
は
自
由
世
界
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
保
た
れ
る
こ
と
を
人
々
に
理
解
し
て
も
ら

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
西
側
諸
国
は
地
域
の
生
活
水
準
向
上
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
具
体
的
行
動
と
な
る
の
が
コ
ロ

ン
ボ
プ
ラ
ン
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
英
連
邦
・
植
民
地
相
互
の
関
係
強
化
や
、
地
域
で
の
影
響
力
を
維
持
す
る
た
め
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
は
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

推
進
に
指
導
力
を
発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
そ
の
文
書
は
述
べ
て
い
た
。
他
方
、
公
表
さ
れ
た
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
に
は
次
の
よ
う
な
一
節

も
あ
っ
た
。

2　（800）

英
連
邦
諸
国
政
府
は
〔
開
発
計
画
の
実
行
に
〕
必
要
な
外
部
資
金
の
う
ち
、
ど
の
程
度
を
供
給
で
き
る
か
検
討
中
で
あ
る
…
…
し
か
し
、

ア
開
発
へ
の
資
金
援
助
は
、
英
連
邦
だ
け
で
担
え
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る

南
・
東
南
ア
ジ

支
援
を
表
明
し
た
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
と
い
っ
た
域
外
の
英
連
邦
諸
国
で
あ
っ
た
が
、
計
画
構
想

の
段
階
か
ら
す
で
に
こ
れ
ら
の
国
々
だ
け
で
は
地
域
の
経
済
・
社
会
開
発
に
必
要
な
資
金
援
助
を
負
担
し
き
れ
な
い
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
資
金
面
で
の
協
力
が
計
画
遂
行
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
、
英
連
邦
諸
国
の
あ
い
だ
で
の
一
貫
し
た
共

通
認
識
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
先
行
研
究
の
多
く
も
、
上
述
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
の
ね
ら
い
を
、
東
西
対
立
が
深
ま
る
な
か
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア

ジ
ア
地
域
の
政
治
的
安
定
を
は
か
り
、
西
側
志
向
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
整
理
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
イ
ギ
リ
ス
が
経
験
を
提
供
し
て
、
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ア
メ
リ
カ
が
資
金
を
提
供
す
る
」
と
い
う
有
名
な
ア
ト
リ
ー
内
閣
の
見
解
に
あ
る
よ
う
に
、
経
済
的
余
力
が
な
い
イ
ギ
リ
ス
が
地
域
で
の
影
響

力
を
確
保
す
る
た
め
に
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
を
通
し
て
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
引
き
出
そ
う
と
し
た
と
の
理
解
に
つ
い
て
も
研
究
者
の
あ
い
だ
で
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

論
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
し
、
筆
者
も
同
じ
理
解
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
沿
っ
て
、
コ
ロ
ン
ボ
外
相
会
議
へ
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

お
け
る
政
策
議
論
を
詳
細
に
跡
づ
け
た
も
の
が
N
・
タ
ー
リ
ン
グ
の
論
考
で
あ
る
。

　
し
か
し
そ
の
後
の
、
外
稲
会
議
か
ら
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
公
表
に
い
た
る
ア
ト
リ
ー
政
権
の
動
向
を
追
っ
た
研
究
は
R
・
オ
ー
ヴ
ェ
ン
デ
ュ
ー

ル
以
外
に
目
ぼ
し
い
も
の
は
な
く
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
情
勢
を
め
ぐ
る
外
交
政
策
の
展
開
と
し
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
ア
ト
リ
ー
政

権
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
に
お
け
る
政
治
、
外
交
目
的
の
指
摘
や
、
イ
ギ
リ
ス
の
影
響
力
を
維
持
し
つ
つ
ア
メ
リ
カ
の
援
助
を
取
り
込
も
う

と
し
た
こ
と
の
確
認
だ
け
で
は
、
一
九
五
〇
年
に
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
が
成
立
す
る
実
態
の
一
側
面
し
か
把
握
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ

⑤る
。
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
な
の
は
、
イ
ン
ド
や
パ
キ
ス
タ
ン
が
も
っ
て
い
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
（
ω
蚕
菌
α
Q
び
巴
雪
8
）
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
の

こ
れ
ら
の
国
に
対
す
る
債
務
を
、
ド
ル
援
助
を
見
返
り
に
減
額
し
て
も
ら
う
こ
と
を
ア
ト
リ
ー
政
権
が
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

は
従
来
の
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
議
会
関
係
者
が
い
う
と
こ
ろ
の
、
「
〔
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
と
い
う
〕
イ
ギ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

リ
ス
の
債
務
を
ア
メ
リ
カ
が
負
う
と
い
う
、
普
通
で
は
な
い
」
構
想
が
な
ぜ
追
求
さ
れ
た
の
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
こ
と
を
よ
り
掘
り
下
げ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
し
、
そ
れ
に
は
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
の
動
向
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
の
通
貨
で
あ
る
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
、
英
連
邦
諸
国
・
植
民
地
を
主
な
メ
ン
バ
ー
と
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

（
ω
聾
ぎ
α
q
≧
鍵
）
諸
国
（
カ
ナ
ダ
は
入
っ
て
い
な
い
）
に
と
っ
て
対
外
決
済
・
準
備
通
貨
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
、
エ
リ
ア
外
の

国
々
に
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
一
九
五
〇
年
段
階
で
国
際
取
引
の
五
〇
％
近
く
の
決
済
を
担
い
、
世
界
の
準
備
通
貨
と
し
て
も
二
〇
％
ほ
ど
を

占
め
る
な
ど
、
ド
ル
と
な
ら
ぶ
国
際
通
貨
で
あ
っ
た
。
こ
の
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
決
済
、
準
備
、
投
資
な
ど
国
際
通
貨
と
し
て
果
た
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

た
機
能
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
ω
§
ぎ
σ
q
ω
透
Φ
ヨ
）
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
四
九
年
春
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
時
期
、
ア
ジ

ア
に
拡
大
し
、
激
化
の
一
途
を
た
ど
る
東
西
冷
戦
状
況
の
も
と
、
非
共
産
圏
に
お
け
る
経
済
・
通
貨
シ
ス
テ
ム
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
そ
の
ス

3 （801）



表1　世界の主な貿易関係（1950年）

単位：100万USドル

　輸出先

A出元

イギリス アメリカ カナダ
EEC
U力国の

オースト

宴潟A・
@　　、　“jューン
[ランド・南アフ

潟J

アジアの

Xターリ
塔Oエリ

A諸国

スターリ

塔Oエリ
A全体

中南米
剥

総1論繊

イギリス 320 355 675 1290 695 2821 425 6050

アメリカ 505 1950 1580 245 375 1250 2620 10150

カナダ 435 1900 UO 80 55 620 135 2900

EEC
U力国

840 510 55 3080 ユ90 230 1390 655 9290

オースト

宴潟A・
@　　、　“jユーン
[ランド
E南アフ

潟J

1130 255 38 580 85 160 1500 22 2740

アジアの

Xターリ
塔Oエリ
@諸国

635 740 85 475 210 1400 2350 95 4840

スターり

塔Oエリ
A全体

2590 ユ550 550 1990 ユ690 2340 7760 570 15570

中南米
剥

680 3120 120 900 26 46 805 540 6800

（’）：ユ958年にEEC原加盤国となる6ヵ国（フランス，西ドイツ，イタリア，オランダ，ベル

ギー，ルクセンブルグ）の合計
（典拠）　United　Nations，　Statistica10ffice，　Department　of　Economic　and　Soclal　Affairs，　Sta－

tisticat　Yearbook，　1960．

タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ

エ
リ
ア
経
済
の
あ
り
方
は
、
ア
ト
リ
ー
政

権
の
対
外
政
策
、
帝
国
政
策
に
お
い
て
大

き
な
テ
ー
マ
を
な
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た

そ
の
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ト
ル
ー
マ
ン

政
権
の
世
界
政
策
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ

っ
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス

帝
国
に
つ
い
て
W
・
R
・
ル
イ
ス
と
R
・

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
が
冷
戦
遂
行

上
、
そ
の
存
在
を
利
用
、
ま
た
必
要
と
し

た
こ
と
、
他
方
で
イ
ギ
リ
ス
が
帝
国
的
役

割
や
世
界
的
影
響
力
を
保
持
す
る
た
め
に

ア
メ
リ
カ
の
冷
戦
政
策
を
利
用
し
た
こ
と

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
「
英
米
共
同
」
の

性
格
を
帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
英
帝
国
の

あ
り
方
を
「
脱
植
民
地
化
の
帝
国
主
義
」

（
ぎ
℃
9
踏
馨
・
乙
Φ
8
δ
⇒
冨
ぎ
づ
）
と
呼

　
　
　
⑨

ん
で
い
る
。
英
連
邦
・
植
民
地
を
め
ぐ
る

英
米
問
の
協
力
と
競
合
を
と
も
な
っ
た
や

4　（802）
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り
取
り
に
も
留
意
し
つ
つ
、
一
九
四
九
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
の
か
か
る
世
界
情
勢
に
お
か
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
展
開
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
あ
ら
た
め
て
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
成
立
の
過
程
を
検
討
す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
ろ
う
。

　
本
稿
の
課
題
は
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
十
分
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
が
コ
ロ
ン
ボ
プ

ラ
ン
の
構
成
や
内
容
、
策
定
プ
ロ
セ
ス
に
影
響
を
与
え
た
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
と
め
に
か
え
て
、
ア
ト
リ
ー
政
権

の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
と
の
密
接
な
連
関
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
新
た
な
世
界
構
造
の
も
と
で
の

英
連
邦
・
植
尻
地
体
制
の
あ
り
方
、
と
り
わ
け
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
変
容
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
た
い
。

付
記
　
本
稿
で
使
擁
し
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
文
轡
は
、
イ
ギ
リ
ス
公
文
書
館
（
↓
竃

宕
鋤
甑
8
臨
〉
容
窪
く
霧
）
所
蔵
文
書
で
あ
り
、
C
A
B
内
閣
、
F
O
外
務
省
、
P
R

E
M
首
相
、
丁
大
蔵
省
文
書
を
示
す
。

①
O
罎
蒔
。
。
O
。
。
ρ
§
免
9
N
§
ぎ
ミ
§
》
、
9
恵
免
ミ
ミ
卑
§
§
§
勲
竃
§
ミ
§
馬

　
註
き
ミ
》
§
蹴
き
ミ
》
向
自
咋
叫
鴇
犠
（
翼
。
＜
㊦
ヨ
σ
2
一
霧
O
y

②
、
O
。
ぴ
忌
。
三
婆
、
ζ
。
葺
堵
g
㊦
ξ
国
傷
Φ
戸
b
d
三
一
舞
8
義
H
し
・
舞
冤
餌
巳

　
轡
Φ
自
。
×
由
。
覧
咽
O
（
2
）
黛
甲
鱒
O
O
Φ
8
ヨ
げ
2
6
0
ド
O
＞
じ
σ
一
い
っ
り
誌
。
。
讐
ぎ
b
d
ミ
慧

　
b
o
ミ
ミ
§
跨
§
、
霊
肉
謡
胆
管
肉
℃
㌧
爵
糞
ω
㊦
臨
Φ
ω
｝
く
。
ピ
し
。
り
勺
費
酔
G
。
響
U
o
o
．
○
。
リ
メ

③
≧
ご
与
し
d
亀
。
。
ぎ
寧
ミ
詮
b
ロ
馬
鼠
雪
丸
ミ
雪
即
ミ
ミ
壁
N
ミ
？
伽
N
（
6
。
。
ω
）
も
唱
．

　
刈
愈
－
裡
ρ
空
8
賦
①
○
＜
①
翼
下
ρ
§
鴨
肉
疑
下
僧
曾
§
鳶
、
嚥
毎
ミ
§
ミ
b
u
ミ
§
㌍

　
題
偽
＄
ミ
ミ
勲
織
黄
暮
鴨
b
o
ミ
嵩
帖
§
始
§
蹴
ミ
画
9
ミ
き
、
，
遣
畿
韮
N
℃
総
（
ら
。
。
窃
y

　
慧
’
δ
O
ま
一
盛
9
＞
臥
鼠
H
巳
費
ω
貯
σ
q
芦
§
鴨
卜
§
蕊
ミ
ヒ
ロ
ミ
咄
碁
戦
ミ
ミ
肉
、
§
㌔

　
き
ミ
謎
缶
鴇
匙
§
高
き
俺
壱
零
出
帰
ミ
ミ
§
肉
戴
ミ
ミ
錺
遣
へ
M
霧
餓
①
（
一
〇
り
ω
）
甲
唱
．

　
口
早
①
い
⊃
．

④
塞
。
ぎ
野
日
舞
ぎ
α
q
甲
．
↓
冨
α
駄
8
仙
山
ぎ
α
q
匹
。
ヨ
鴛
匹
酔
7
①
O
轟
ぎ
ω
。
｛
昏
Φ

　
O
o
｝
o
臼
ぴ
。
勺
同
き
一
き
ミ
謹
ミ
駄
Ω
9
ミ
§
ミ
§
§
N
ミ
§
駄
O
o
、
愚
ミ
ミ
執
竃
ぎ
ミ
馬
歩

　
卜
。
ミ
一
（
一
り
c
Q
①
y

⑤
イ
ギ
リ
ス
側
の
研
究
よ
り
む
し
ろ
、
ア
メ
リ
カ
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
政
策
を
取

　
り
上
げ
て
い
る
A
・
ロ
ッ
タ
ー
や
A
・
ア
デ
レ
ケ
の
研
究
が
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の

　
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
の
展
開
や
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
へ
の
協
力
要
請
に
つ
い
て
有

　
益
な
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
（
〉
巳
冨
≦
匂
．
男
9
欝
訓
§
Q
聖
㌧
》
ミ
≦
ミ
、
ミ
ミ
、

　
O
、
會
雪
駄
球
研
出
罵
§
詩
§
G
Q
ミ
ミ
§
§
こ
。
晦
寒
導
尻
高
二
郎
鴇
ミ
一
⑩
Q
。
刈
ソ
》
儒
①
ヨ
。
冨

　
〉
住
⑦
δ
ぎ
り
、
霊
避
言
α
q
男
巴
q
O
o
象
鶏
冨
N
δ
窪
⑦
O
o
ヨ
ヨ
8
芝
①
長
野
6
ぼ
q
p
・

　
搾
巴
ω
露
冨
ω
き
畠
3
Φ
O
巳
。
ヨ
び
。
寒
き
、
ビ
§
ミ
謡
ミ
ミ
9
ミ
ミ
§
起
恥
ミ
旨
趣
ミ
ミ

　
9
、
愚
ミ
爲
翫
隠
ぎ
N
ミ
δ
爵
＼
ω
（
b
。
O
O
斜
）
）
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
は
当
初
、

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
梱
ス
ペ
ン
ダ
ー
（
℃
①
8
く
ω
需
巳
㊦
H
）
の
名
を
冠
し
て
呼
ば

　
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
計
画
の
成
立
に
お
い
て
重
要

　
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
と
同
様
の
政
治
・
外
交
的
考
慮
を
も
ち
な

　
が
ら
、
他
方
、
英
米
な
ど
と
偲
々
の
周
面
で
対
立
、
競
合
を
演
じ
つ
つ
コ
ロ
ン
ボ

　
プ
ラ
ン
の
具
体
化
に
関
与
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
動
き
を
整
理
し
て
い
る
の
が

　
D
・
ロ
ウ
の
論
考
で
あ
り
、
こ
の
論
考
も
ま
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ

　
ン
構
想
の
展
開
を
理
解
す
る
一
助
と
な
る
（
U
碧
箆
ピ
。
≦
ρ
雨
ぐ
。
8
鴇
O
o
需
口
傭
霞

　
田
言
為
Φ
O
o
ざ
ヨ
げ
。
コ
雪
配
り
し
日
O
、
曽
≧
転
、
ミ
帖
§
§
ミ
㌧
ミ
N
ミ
空
N
ミ
a
§
賊
ミ
㍗

　
§
8
軌
O
誌
（
δ
逡
）
）
。

⑥
9
昏
Φ
忌
Φ
圃
ω
。
冨
爵
甲
じ
嚇
秘
惑
ミ
嵩
§
ミ
ぎ
寒
、
N
帖
躇
臨
ミ
、
き
§
N
津
§
N
§
－
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職
§
ミ
○
ミ
さ
ミ
，
翫
富
田
電
ミ
ミ
鴨
N
蹟
象
（
H
㊤
り
膳
）
甲
℃
や
ω
O
－
ω
メ

⑦
§
馬
身
§
§
蛍
回
ω
鼠
避
冨
㎝
O
．

⑧
一
九
五
〇
年
時
点
の
世
界
の
貿
易
関
係
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
…
リ
ン
グ
エ
リ
ア

　
の
貿
易
状
況
は
【
表
ユ
】
を
参
照
。

⑨
乏
幹
国
。
α
q
曾
9
昏
g
・
巳
園
。
慧
一
山
菊
。
ぼ
霧
。
p
、
穿
Φ
雷
℃
践
彰
彰
。
h
U
？

　
8
ぴ
ぼ
醤
口
。
昌
．
甲
魯
袋
ミ
ミ
駄
§
鴨
註
ミ
ミ
ミ
9
ミ
起
N
§
鑓
§
N
暮
ミ
巨
。
蓑
b
O
ミ
G
Q

　
（
一
り
緯
y
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コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
起
源
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
間
題

　
一
九
四
九
年
一
二
月
、
対
日
講
和
と
な
ら
ん
で
ア
ジ
ア
情
勢
に
つ
い
て
話
し
合
う
べ
く
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
た
英
連
邦
外
相

会
議
に
向
け
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
の
最
終
方
針
は
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
ず
、
長
期
的
な
目
標
は
、
ソ
ビ
エ
ト
と
共
産
中
国
の

伸
張
を
封
じ
込
め
る
た
め
に
政
治
、
経
済
、
で
き
れ
ば
軍
事
的
な
地
域
協
力
の
枠
組
み
を
作
り
、
そ
れ
が
北
大
西
洋
条
約
加
盟
国
や
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
連
携
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
政
治
・
軍
事
的
な
枠
組
み
形
成
は
現
実
的
で
な
い
し
、
ア
メ

リ
カ
が
こ
の
地
域
へ
の
支
援
、
関
与
を
準
備
し
て
い
な
い
現
状
で
は
な
お
さ
ら
そ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
面
は
、
経
済
面
で
の
地
域
協
力
促
進

を
目
指
し
、
開
発
に
必
要
と
な
る
技
術
・
資
金
援
助
を
挺
子
に
、
西
側
世
界
と
の
連
携
を
は
か
る
べ
き
と
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
確
認
し
た
の
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
人
口
増
大
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
ア
ジ
ア
地
域
の
食
糧
生
産
を
支
え
、
通
信
、
交
通
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
基
本
イ
ン
フ
ラ
の

復
興
・
整
備
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
生
活
水
準
維
持
や
向
上
に
つ
な
が
り
、
共
産
主
義
の
拡
大
を
抑
え
る
た
め
の
武
器
と
な
る
こ

と
も
指
摘
さ
れ
た
。
な
か
で
も
、
こ
う
し
た
経
済
問
題
、
人
口
問
題
を
顕
著
に
抱
え
る
イ
ン
ド
が
、
ア
ジ
ア
で
の
経
済
開
発
推
進
や
西
側
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
技
術
・
資
金
援
助
政
策
に
と
っ
て
の
試
金
石
に
な
る
と
の
見
解
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
ア
ト
リ
ー
政
権
内
で
は
す
で
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
援
助
に
つ
い
て
、
こ
の
地
域
へ
の
ア
メ
リ
カ
の
関
与
を
実
現
さ
せ
る
目
論

み
と
は
別
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
は
じ
め
て
い
た
。
こ
こ
で
簡
単
で
は
あ
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

　
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
ポ
ン
ド
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
に
と
っ
て
の
主
た
る
対
外
決
済
、
準
備
通
貨
で
あ
り
、
ま
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た
各
圏
通
貨
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
固
定
レ
ー
ト
関
係
に
あ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
内
で
の
取
引
は
も
ち
ろ
ん
ポ
ン
ド
決
済
で
あ
っ
た
が
、

エ
リ
ア
外
と
の
決
済
で
は
、
相
手
方
が
ポ
ン
ド
払
い
を
拒
む
場
合
は
、
金
・
ド
ル
な
ど
の
外
貨
が
必
要
で
あ
っ
た
。
ま
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ

ア
の
メ
ン
バ
ー
は
、
明
文
規
定
は
な
か
っ
た
が
金
・
ド
ル
な
ど
外
貨
を
獲
得
す
る
と
ロ
ン
ド
ン
に
送
り
、
引
換
え
に
同
価
値
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ

資
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
そ
の
反
対
に
、
ロ
ン
ド
ン
に
預
け
置
く
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
使
っ
て
外
貨
を
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
た
。
こ
れ
が

「
ド
ル
プ
ー
ル
」
綱
と
よ
ば
れ
た
仕
組
み
で
あ
る
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
中
央
準
備
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
全
体
の
中
央
準
備
に

な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
収
支
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
は
エ
リ
ア
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
重
大
な
関
心
事
と
な

り
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
ル
不
足
状
況
下
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
収
支
、
と
り
わ
け
ド
ル
収
支
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
輸
入
・
為
替
制

限
や
外
貨
節
約
な
ど
で
協
力
が
求
め
ら
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
が
エ
リ
ア
に
留
ま
る
の
に
は
い
か
な
る
理
由
が
あ
っ

た
の
か
。
以
下
に
挙
げ
る
点
で
説
明
で
き
よ
う
。
ド
ル
不
足
の
も
と
国
際
通
貨
た
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
利
用
で
き
る
こ
と
、
エ
リ
ア
内
で
は
貿

易
・
決
済
が
多
角
的
か
つ
自
由
に
行
え
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
投
資
が
エ
リ
ア
諸
国
に
対
し
て
は
事
実
上
、
制
限
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
、
ロ
ン
ド
ン
の
国
際
金
融
サ
ー
ヴ
ィ
ス
に
ア
ク
セ
ス
で
き
た
こ
と
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
貿
易
関
係
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
っ
た
こ
と
、

そ
し
て
「
ド
ル
プ
ー
ル
」
を
利
用
で
き
た
こ
と
、
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

　
さ
て
、
～
九
四
九
年
春
ご
ろ
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
は
危
機
的
状
況
に
陥
ろ
う
と
し
て
い
た
。
四
七
年
に

続
き
対
外
収
支
危
機
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と
で
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
非
ド
ル
圏
の
経
済
再

建
、
競
争
力
強
化
の
努
力
は
限
界
に
き
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
自
身
が
世
界
の
構
造
的
ド
ル
不
足
解
消
に
取
り
組
ま
な
い
限
り
危
機
は
繰
り
返
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
さ
ら
に
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
（
一
九
五
二
年
六
月
）
が
近
く
な
っ
た
以
上
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
は
ド

ル
圏
と
の
関
係
を
断
ち
、
排
他
的
閉
鎖
経
済
圏
と
な
る
「
二
つ
の
世
界
経
済
」
路
線
を
選
択
す
る
よ
り
ほ
か
な
い
と
の
見
方
さ
え
広
が
ろ
う
と

し
て
い
た
。
し
か
し
「
欧
州
と
英
連
邦
の
安
全
・
繁
栄
・
結
束
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
結
び
つ
く
こ
と
で
維
持
」
さ
れ
、
世
界
情
勢
に
お
け

る
「
ア
メ
リ
カ
の
第
一
の
パ
ー
ト
ナ
ー
」
と
な
る
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
の
役
割
で
あ
る
と
対
外
政
策
の
基
本
方
針
を
決
め
て
い
た
以
上
、
「
二
つ

7　（805）



表2　スターリング残高

単位．100万ポンド

オースト

宴潟A・
@　　，　“jューン
[ランド
E南アフ
潟J

インド・

pキスタ
刀Eセイ
鴻

アフリカ
A民地

アジア

A民地

スターリ

塔Oエリ
A合計

OEEC
ｿ国

西半球・

nEEC諸
曹�怩ｭ
�Xター
潟塔Oエ
潟A諸国
i’）

非スター

潟塔Oエ
潟A合計

スターリ
塔O残高
㈹v（国
ﾛ機関保
L分を除
ｭ）

イギリス
ﾌ中央
@準備

1945 294 1352 204 142 2327 351 692 ユ240 3567 610

1947 228 1208 249 196 2192 419 634 1306 3498 512

1948 356 939 307 192 2108 309 581 1044 3152 457

1949 463 774 336 ユ95 2111 356 565 1032 3143 603（紳〉

1950 640 787 426 279 2497 314 548 986 3483 1ユ78（鱒）

1951 548 782 531 391 2585 328 569 992 3577 834（韓）

ユ957 篠47 354 671 470 2608 260 339 665 3273 812（鱒）

各年ユ2月31日の数字

（＊）：エジプト，イラクなどの中東諸国が中心／eつ：1949年9月ポンド切下げ後の数字
（典拠）　Cmd．8976，　Uitited　Kingdom　Balance　of　Payntents　1946　to　1953（1953）；Bank　of　En・

　gland，　euarterly　Bulletin　（December　1963）．

の
世
界
経
済
」
を
選
択
し
て
冷
戦
下
の
西
側
世
界
を
経
済
的
に
分
断
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
な
か
ば
恒
久
的
な
ア
ウ
タ
ル
キ
i
帝
国

経
済
を
目
指
す
よ
う
な
行
動
に
英
連
邦
諸
国
が
追
従
し
な
い
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
疑
い
が
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
イ
ギ
リ
ス
が
国
際
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン

グ
を
放
棄
し
、
「
欧
州
の
単
な
る
一
員
」
と
な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
的
役
割
に
対
す
る
過
信
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
が
、
労
働
党
閣
僚
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
解
体
す
れ
ば
世
界
経

済
全
体
が
混
乱
に
陥
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
英
連
邦
に
と
っ
て
決
し
て
利
益
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
な
ら
な
い
と
信
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
結
局
の
と
こ
ろ
九
月
に
、
危
機
へ
の
対
応
を
話
し
合
う
べ
く
ワ
シ
ン
ト

ン
で
の
英
米
加
三
ヵ
国
協
議
に
の
ぞ
ん
だ
蔵
相
ク
リ
ッ
プ
ス
（
ω
貯
ω
§
9

｛
。
凱
○
暑
霧
）
は
、
「
イ
ギ
リ
ス
は
高
い
レ
ベ
ル
の
国
際
貿
易
に
頼
っ
て
い

る
」
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
が
ド
ル
世
界
と
と
も
に
単
一
の
多
角
シ
ス

テ
ム
の
も
と
生
き
て
ゆ
く
目
標
に
変
更
は
な
い
」
と
表
明
す
る
。
ま
た
、

米
加
両
国
に
対
し
て
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
ド
ル
は
世
界
貿
易
に
お
け
る
中

核
通
貨
」
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
う
え
で
、
労
働
党
政
権
と
し
て

ド
ル
収
支
改
善
に
努
力
し
続
け
る
と
し
、
具
体
的
に
は
、
ポ
ン
ド
切
下
げ

（一

|
ン
ド
ー
－
四
・
〇
三
ド
ル
か
ら
二
・
八
○
ド
ル
へ
）
、
国
内
経
済
の
引
き
締

め
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
に
取
り
組
む
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
れ
に
対
し
ア
メ
リ
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力
側
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
支
改
善
に
向
け
て
の
支
援
策
を
検
討
す
る
と
表
明
し
た
。
ま
た
三
ヵ
国
は
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

た
め
の
事
務
レ
ベ
ル
協
議
を
ワ
シ
ン
ト
ン
で
継
続
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
受
け
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
経
済
政
策
の
基
本
方
針
を
示
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
欧
州
経
済
協
力
機
構
（
O
E
E
C
）
に
提

　
　
　
　
　
　
　
⑤

出
す
る
こ
と
に
な
り
、
政
策
の
主
た
る
課
題
が
中
央
準
備
の
強
化
と
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
そ
れ
に

は
イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
が
、
構
造
的
な
表
現
を
用
い
る
と
そ
れ
は
、
世
界
に

あ
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
（
ド
ル
と
同
じ
く
ら
い
に
）
「
不
足
」
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
た
。

　
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
「
不
足
」
さ
せ
る
の
で
あ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
か
っ
た
【
表
2
】
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高

と
は
英
連
邦
諸
国
・
植
民
地
を
中
心
に
世
界
各
国
が
保
有
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
資
金
・
資
産
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
形
態
は
、
先
述
し
た

「
ド
ル
プ
ー
ル
」
に
外
貨
を
送
る
の
と
引
換
え
に
受
け
取
る
ポ
ン
ド
資
金
を
は
じ
め
、
中
央
準
備
金
、
政
府
資
産
、
年
金
積
立
金
、
個
人
や
罠

間
銀
行
の
資
産
な
ど
多
様
で
あ
っ
た
。
四
九
年
八
月
末
の
残
高
総
額
は
三
　
・
五
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
膨
大
な
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残

高
が
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
購
入
に
使
用
さ
れ
る
（
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
「
無
償
輸
出
」
と
な
る
）
、
も
し
く
は
ド
ル
な
ど
の
外
貨
に
直
接
交
換
さ

れ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
経
済
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
る
の
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
中
央
外
貨
準
備
は
四
億
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ン
ド
相
当
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
資
産
の
七
倍
に
も
お
よ
ぶ
対
外
債
務
た
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
抱
え
て
い
た
の
か
。
原
因

は
第
二
次
世
界
大
戦
に
あ
っ
た
。
大
戦
中
イ
ギ
リ
ス
は
、
英
軍
の
活
動
費
や
輸
入
へ
の
支
払
い
を
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
積
み
増
す
か
た
ち

で
済
ま
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
大
戦
後
、
特
に
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
東
諸
国
が
累
積
し
た
膨
大
な
残
高
が
、
ド
ル
不
足

状
況
に
加
え
て
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
に
と
っ
て
障
害
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
一
九
四
五
年
の
英
米
借
款
協
定
に
お
い
て
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ド
ル
援
助
の
見
返
り
に
、
戦
時
に
累
増
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
、

①
直
ち
に
対
外
支
払
い
に
使
用
、
ま
た
は
外
貨
と
交
換
で
き
る
も
の
、
②
長
期
返
済
債
務
と
す
る
も
の
、
③
「
帳
消
し
（
。
嘗
8
節
づ
σ
Q
）
」
に
す

る
も
の
の
三
分
類
し
て
、
処
理
す
る
よ
う
求
め
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
残
高
保
有
国
と
イ
ギ
リ
ス
と
の
交
渉
は
難
航
を
き
わ
め
た
。
帳
消
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し
を
受
け
入
れ
る
国
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
く
、
累
積
残
高
は
最
終
的
な
扱
い
が
決
め
ら
れ
な
い
ま
ま
推
移
し
た
。
そ
し
て
一
九
四
九
年
に
な
り

六
月
、
対
外
収
支
悪
化
に
直
面
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
総
裁
コ
ボ
ー
ル
ド
（
○
餌
ヨ
霞
。
　
O
O
ぴ
げ
。
箆
）
は
ク
リ
ッ
プ
ス
に
次
の
よ
う
な
提
案
を

す
る
。
「
こ
の
秋
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
エ
ジ
プ
ト
の
過
剰
残
高
を
処
理
す
る
た
め
に
金
〔
ド
ル
・
外
貨
〕
を
得
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
先

数
年
の
あ
い
だ
こ
れ
ら
の
国
々
へ
供
給
す
る
ド
ル
負
担
か
ら
解
放
さ
れ
る
よ
う
な
包
括
的
な
枠
組
み
を
ア
メ
リ
カ
側
と
議
論
で
き
な
い
か
」
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

え
る
べ
き
と
。
こ
れ
が
ア
ジ
ア
経
済
開
発
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
と
を
結
び
つ
け
る
発
想
の
ひ
と
つ
の
起
源
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
そ
し

て
九
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
協
議
で
は
残
高
問
題
へ
の
言
及
が
な
さ
れ
、
問
題
解
決
の
た
め
三
ヵ
国
が
「
更
な
る
検
討
を
進
め
る
」
こ
と
と
さ
れ
た
。

ク
リ
ッ
プ
ス
は
一
〇
月
二
六
日
、
議
会
で
、
「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
強
さ
を
維
持
す
る
た
め
に
は
も
は
や
、
信
用
供
与
に
せ
よ
、
累
積
〔
凍
結
〕

残
高
の
解
除
に
せ
よ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
過
剰
に
供
給
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
」
と
述
べ
、
残
高
問
題
の
抜
本
的
解
決
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

指
し
て
政
府
内
で
議
論
を
進
め
て
い
る
こ
と
を
雷
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
＝
月
一
〇
日
、
官
僚
レ
ベ
ル
で
対
外
経
済
政
策
を
含
め
経
済
政
策
の
重
要
事
項
を
話
し
合
う
爆
殺
会
議
（
○
窪
。
戴
○
。
き
日
田
①
Φ
8
国
。
9

唇
鼠
。
U
Φ
く
Φ
一
。
℃
墓
目
ス
○
＜
①
噌
ω
＄
し
・
）
）
が
招
集
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
に
関
す
る
大
蔵
省
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
を
申
心
と
し
た
作
業
委
員

会
の
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
後
日
ま
た
、
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
（
E
P
C
）
文
書
と
し
て
閣
僚
に
よ
る
検
討
、
了
承
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
報
告
書
は
ま
ず
、
一
九
四
五
年
末
以
来
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
は
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
な
ど
を
中
心
に
一
〇
・
八
五
億
ポ
ン

ド
使
用
さ
れ
た
一
方
で
、
植
民
地
保
有
分
を
は
じ
め
四
・
六
六
億
ポ
ン
ド
増
加
し
た
結
果
（
そ
の
ほ
か
、
資
本
移
動
な
ど
を
考
え
合
わ
せ
て
も
）
、

ト
ー
タ
ル
で
は
お
よ
そ
六
夢
ポ
ン
ド
減
少
し
た
事
実
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、
残
高
総
額
の
増
減
だ
け
で
な
く
、
そ
の
過
剰
な
存
在
自
体
が
ス

タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
に
と
っ
て
負
担
と
な
っ
て
い
る
構
図
が
説
明
さ
れ
た
。
①
「
無
償
輸
出
」
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
（
残

高
）
が
流
入
す
れ
ば
、
イ
ン
フ
レ
を
招
き
、
競
争
力
を
低
下
さ
せ
る
、
②
完
全
雇
用
・
フ
ル
生
産
状
態
の
経
済
で
は
、
残
高
が
利
用
さ
れ
て
イ

ギ
リ
ス
か
ら
輸
出
が
増
加
し
て
も
、
そ
の
分
ド
ル
圏
へ
の
輸
出
を
減
ら
す
だ
け
で
あ
る
、
③
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
な
ど
非
ド
ル
圏
へ
の
輸
出
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が
活
発
に
な
っ
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
製
品
の
競
争
力
向
上
に
は
つ
な
が
ら
な
い
、
④
残
高
を
使
っ
て
各
国
が
対
外
収
支
赤
字
を
計
上
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
ど
こ
か
の
国
の
黒
字
を
意
味
す
る
わ
け
で
、
事
実
上
、
ア
メ
リ
カ
の
黒
字
を
増
大
さ
せ
、
世
界
的
な
ド
ル
不
均
衡
が
さ
ら
に
悪
化
す

る
と
。

　
そ
し
て
報
告
書
は
、
以
上
の
よ
う
な
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
が
も
た
ら
し
て
い
る
問
題
は
、
イ
ギ
リ
ス
が
ド
ル
援
助
を
受
け
ら
れ
な
く
な
る

「
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
と
と
も
に
」
さ
ら
に
顕
著
に
な
る
と
指
摘
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
残
高
が
問
題
と
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

い
。
総
額
三
一
億
ポ
ン
ド
の
う
ち
五
億
ポ
ン
ド
は
植
民
地
の
カ
レ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
や
年
金
基
金
な
ど
の
公
的
積
立
金
、
六
億
ポ
ン
ド
が
中
央
銀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

行
の
準
備
資
産
と
な
っ
て
お
り
直
ち
に
は
解
除
さ
れ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
残
り
が
、
い
つ
使
用
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
自
由
残
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
保
有
薫
別
で
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
残
高
の
動
き
は
安
定
し
て
お
り
、
規
模
自

体
も
決
済
や
外
貨
準
備
に
必
要
な
程
度
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。
植
民
地
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
金
融
・
貿
易
統
制
を
課
せ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
む
し
ろ
残
高
は
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
。
非
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
諸
国
、
と
り
わ
け
欧
州
諸
国
の
分
に
つ
い
て
は
欧
州
決
済
同
盟
（
E
P

U
）
交
渉
が
ひ
か
え
て
い
る
た
め
別
途
、
検
討
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
そ
う
な
る
と
や
は
り
、
額
の
大
き
さ
は
も
と
よ
り
、
そ
の
動
向
が
不
透
明
な
エ
ジ
プ
ト
（
約
三
・
四
億
ポ
ン
ド
）
な
ど
中
東
諸
国
、
イ
ン
ド

（
約
六
億
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
（
約
～
億
）
が
抱
え
て
い
る
残
高
の
取
り
扱
い
が
焦
点
に
な
る
と
の
見
解
を
作
業
委
員
会
の
報
皆
は
示
し
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
残
高
は
、
大
戦
終
結
以
降
、
帳
消
し
は
も
と
よ
り
、
長
期
返
済
債
務
へ
「
転
換
（
ぎ
聲
α
q
）
」
す
る
と
い
っ
た
包
括
的
、
長
期
的

な
処
理
合
意
も
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
か
ろ
う
じ
て
で
き
た
合
意
は
、
残
高
を
「
酌
！
勘
定
」
残
高
と
「
酌
2
勘
定
」
残
高
と
い
う
よ
う
に

区
分
け
し
、
前
者
を
経
常
取
引
な
ど
で
の
資
金
の
出
入
り
が
あ
り
、
自
由
に
使
用
で
き
る
も
の
、
後
者
を
当
面
、
使
用
し
な
い
「
凍
結

（
窪
。
。
パ
8
α
q
）
」
残
高
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
｝
九
四
七
年
八
月
の
英
印
合
意
（
パ
キ
ス
タ
ン
を
含
む
）
で
は
、
半
年
で
三
五
〇
〇
万
ポ

ン
ド
の
解
除
を
認
め
る
一
方
、
　
一
⊥
ハ
億
ポ
ン
ド
を
「
恥
2
勘
定
」
に
置
き
、
聖
な
る
解
除
額
は
後
日
、
あ
ら
た
め
て
協
議
す
る
か
た
ち
と

な
っ
た
。
そ
の
後
、
四
八
年
入
月
の
合
意
に
よ
り
一
旦
、
五
一
年
六
月
ま
で
の
解
除
分
と
そ
の
う
ち
ド
ル
に
直
接
、
交
換
で
き
る
額
が
取
り
決
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め
ら
れ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
対
外
収
支
が
悪
化
し
た
イ
ン
ド
は
四
九
年
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
あ
い
だ
で
了
解
さ
れ
た
解
除
額
や
国

際
通
貨
基
金
（
I
M
F
）
か
ら
の
外
貨
引
き
出
し
で
は
足
り
ず
に
、
「
恥
2
勘
定
」
残
高
を
取
り
崩
す
な
ど
し
て
い
た
。
四
八
年
か
ら
四
九
年
に

か
け
て
、
イ
ン
ド
が
使
っ
た
一
億
ポ
ン
ド
を
は
じ
め
、
エ
ジ
プ
ト
や
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
に
よ
る
二
億
ポ
ン
ド
近
い
残
高
使
用
が
、
ロ
ン
ド
ン
の

中
央
準
備
に
と
っ
て
重
い
負
担
と
な
り
、
四
九
年
の
ポ
ン
ド
危
機
の
｝
因
と
な
っ
た
と
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
な
ど
は
み
て
い
た
（
【
表
2
】
参

照
）
。
さ
ら
に
五
〇
年
六
月
ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
国
は
一
億
ポ
ン
ド
近
く
を
使
用
す
る
見
込
み
で
、
ま
た
そ
れ
以
降
の
使
用
に
つ
い
て
の
要
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

も
当
然
、
予
想
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
作
業
委
員
会
は
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
エ
ジ
プ
ト
残
高
の
動
き
や
総
額
を
長
期
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
策
を
求
め
て
行
動

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
残
高
使
用
を
抑
制
し
て
中
東
・
ア
ジ
ア
地
域
の
経
済
開
発
を
妨
げ
る
こ
と
は
、
政
治

的
、
戦
略
的
に
深
刻
な
問
題
を
惹
起
す
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
む
し
ろ
、
開
発
資
金
需
要
は
「
尽
き
る
こ
と
が
な
い
ほ
ど
」
に
な
ろ
う
と
い
わ
れ

て
い
た
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
経
済
的
に
余
力
の
な
い
イ
ギ
リ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
な
け
れ
ば
こ
の
地
域
の
残
高
問
題
の
抜
本
的
解
決
に

踏
み
出
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
ル
援
助
が
こ
れ
ら
の
国
々
に
流
入
し
た
と
し
て
も
、
ス

タ
ー
リ
ン
グ
残
高
が
そ
の
ま
ま
残
る
の
で
あ
っ
て
は
問
題
解
決
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
残
高
使
用
を
可
能
と
し
て
き

た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に
お
け
る
「
英
米
共
通
の
政
治
的
、
戦
略
的
、
経
済
的
目
的
へ
の
〔
イ
ギ
リ
ス
の
〕
賛
献
で
あ
っ
た
」
こ
と
を
訴
え
つ

つ
、
「
国
際
経
済
・
政
治
問
題
」
と
し
て
残
高
処
理
と
ア
メ
リ
カ
の
地
域
支
援
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
報
告
書
は
・
王
張
し
た

の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
引
き
出
す
こ
と
は
容
易
で
な
い
し
、
そ
の
先
、
帳
消
し
を
実
現
さ
せ
る
に
は
相
当
な
困
難
が
待

ち
構
え
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
作
業
委
員
会
は
、
ド
ル
資
金
援
助
と
、
残
高
の
帳
消
し
や
長
期
債
務
へ
の
転
換
と
を
関
連

づ
け
る
こ
と
は
政
策
目
標
と
し
て
掲
げ
る
に
値
す
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、
四
九
年
一
月
に
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が
発
表
し
た
発
展
途
上
国
へ

の
技
術
支
援
構
想
「
ポ
イ
ン
ト
・
フ
ォ
ア
」
も
ア
メ
リ
カ
の
協
力
を
取
り
付
け
る
に
は
追
い
風
と
な
る
と
期
待
を
み
せ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ト
リ
ー
政
権
に
お
け
る
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
経
済
開
発
構
想
は
そ
の
最
初
の
段
階
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
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を
軸
に
、
そ
れ
も
ア
メ
リ
カ
の
ド
ル
資
金
援
助
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
が
流
れ
込
む
か
た
ち
で
動
き
は
じ
め
た

の
で
あ
っ
た
。

①
．
ω
8
些
国
墜
〉
巴
㌣
○
Φ
器
「
餌
一
、
’
ゆ
忌
＝
。
二
冨
d
円
∪
Φ
訂
α
q
9
け
δ
轡
8
跨
Φ

　
O
o
ぴ
ヨ
げ
。
　
O
o
鼠
Φ
お
琴
P
　
閃
国
（
○
×
切
り
）
o
。
一
（
閏
ぎ
筥
）
甲
一
㎝
O
Φ
o
Φ
ヨ
げ
曾
H
逡
P

　
O
＞
ゆ
一
ω
ミ
爬
G
。
G
。
一
↓
舘
四
夷
甲
．
ζ
圏
き
鳥
昆
Φ
○
巳
。
旨
σ
o
霊
鎧
、
も
喝
』
①
【
培
．

②
背
景
に
は
、
　
九
四
八
年
秋
に
は
じ
ま
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
量
気
後
退
が
一
次
産

　
品
の
輸
入
減
退
、
価
格
低
下
を
ま
ね
き
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
ド
ル
収
入
を

　
減
少
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
対
米
収
支
悪
化
や
投

　
機
的
動
き
、
危
機
の
原
因
を
イ
ギ
リ
ス
の
競
争
力
不
足
、
イ
ン
フ
レ
傾
向
に
あ
る

　
と
み
た
ア
メ
リ
カ
政
府
が
ポ
ン
ド
切
下
げ
を
要
求
し
て
い
た
こ
と
な
ど
が
重
な
つ

　
て
ド
ル
流
出
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

③
凶
口
曲
人
「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
の
世
界
戦
略
と
雪
つ
の
世
界
経
済
㎞
構
想
」

　
『
史
林
』
八
五
巻
四
号
（
二
〇
〇
二
年
）
、
五
一
七
頁
。

④
．
↓
ぽ
≦
霧
田
お
酢
8
虫
5
。
2
。
。
の
一
8
ω
．
曽
ζ
§
。
菖
O
暑
写
○
℃
（
お
）
一
り
回
る
O

　
ω
Φ
讐
Φ
葺
げ
①
門
一
逡
P
O
＞
じ
σ
冨
り
＼
ω
①
■

⑤
○
ヨ
匹
．
刈
①
。
。
卜
。
Ψ
§
・
§
§
ミ
§
こ
さ
ミ
ミ
ミ
ミ
§
O
餐
嵩
賊
旨
翫
§
誉
・
穿
、
鳶
免
§

　
肉
§
ミ
ミ
時
O
o
・
信
ミ
ミ
嘱
§
℃
或
ミ
執
事
8
肉
8
き
ミ
詩
馨
凡
謎
§
ミ
偽
特
§
ご
賊

　
N
℃
軌
O
睾
鰹
－
総
（
冒
⇒
喜
多
一
8
0
）
．

⑥
一
九
三
八
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
は
笹
島
ポ
ン
ド
強
で
、
そ
れ
に
対
し
中
央

　
準
備
は
一
〇
億
ポ
ン
ド
程
度
あ
っ
た
。

⑦
』
。
ぎ
頴
。
a
p
§
俺
b
u
§
み
駄
穿
。
q
、
§
蹴
§
蹴
津
寒
q
ぎ
N
昼
竈
赴
く
瀕
。
。

ニ
　
コ
ロ
ン
ボ
葵
連
邦
外
相
会
議

　
（
一
り
り
ト
Ω
）
曽
や
吋
①
c
o
■

⑧
　
国
．
Ω
U
①
げ
ρ
＜
o
ピ
参
。
。
も
．
一
ω
禽
∴
ω
臨
刈
（
卜
○
①
O
o
8
げ
Φ
霞
逡
り
）
．

⑨
国
U
（
芝
）
り
［
ダ
δ
累
。
＜
聲
σ
憎
む
軽
り
’
O
》
田
認
＼
b
σ
8
一
男
臼
。
博
。
｛
［
訂

　
を
。
蒔
ぎ
α
q
勺
鉾
受
g
ω
冨
H
財
⇒
α
q
じ
u
鉱
き
8
。
。
甲
団
℃
O
（
曲
り
）
一
Q
。
刈
曽
鼠
犠
。
〈
①
舅
び
①
H

　
一
り
灯
り
　
O
》
b
d
一
ω
心
＼
鳴
ト
つ
ω
．

　
　
　
”

⑩
植
民
地
に
お
け
る
現
地
通
貨
の
発
行
管
理
機
関
。
原
則
的
に
は
通
貨
発
行
額
の

　
一
一
〇
％
に
相
当
す
る
額
の
ス
タ
…
リ
ン
グ
を
準
備
資
産
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
預

　
け
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

⑪
た
だ
し
中
央
銀
行
の
準
備
資
産
は
、
当
該
国
が
対
外
収
支
赤
字
に
陥
っ
た
場
合
、

　
ロ
ン
ド
ン
の
門
ド
ル
プ
ー
ル
」
か
ら
の
外
貨
引
き
出
し
に
使
罵
さ
れ
る
可
能
性
が

　
あ
っ
た
。

⑫
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
場
合
は
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
の
資
本
流
入
が
あ
っ
て
残
高
総

　
額
は
安
定
し
て
い
た
。

⑬
　
戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
め
ぐ
る
イ
ギ
リ
ス
と
保
有
国
と
の
や
り
取
り
に

　
つ
い
て
は
、
窯
。
識
ρ
し
d
Q
葵
。
｛
国
警
『
コ
9
0
『
ω
輩
を
参
照
。
残
高
処
理
交
渉

　
を
は
じ
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
め
ぐ
る
英
印
関
係
に
つ
い
て
は
、
ゆ
．
幻
．

　
↓
o
ヨ
＝
器
o
P
。
ゴ
篇
9
b
d
H
三
喜
円
巴
効
瓜
。
郷
し
・
ぎ
ひ
㊦
℃
o
ω
梓
－
0
9
0
三
巴
国
H
恥
”
↓
訂

　
ω
冠
酷
づ
o
q
し
d
巴
き
。
Φ
ω
堵
①
α
q
o
齢
一
跨
δ
屋
甲
一
逡
甲
畠
、
甲
魯
ミ
，
ミ
～
駄
ぎ
萄
識
ミ
§
糺

　
○
§
§
§
罎
ミ
§
奪
§
9
一
ω
＼
ら
。
（
一
⑩
c
。
q
Y

一
九
五
〇
年
に
な
り
一
月
九
日
か
ら
～
四
日
ま
で
、
コ
ロ
ン
ボ
で
英
連
邦
外
相
会
議
が
開
か
れ
た
。
国
際
情
勢
に
鑑
み
、
地
域
の
経
済
・
社

（8！1）ユ3



会
状
況
を
改
善
す
る
こ
と
の
重
要
性
が
合
意
さ
れ
た
後
、
一
一
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ス
ペ
ン
ダ
ー
が
そ
の
た
め
の
行
動
指
針
を
示
し
た
メ

　
　
　
　
　
①

モ
を
提
出
し
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
経
済
開
発
や
生
産
拡
大
に
向
け
た
方
針
を
ア
ジ
ア
諸
国
が
示
す
よ
う
求
め
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の

方
針
を
ふ
ま
え
つ
つ
必
要
な
外
部
援
助
に
つ
い
て
参
加
国
全
体
が
検
討
す
る
べ
き
と
し
て
い
た
。
ま
た
、
世
界
銀
行
や
英
連
邦
外
の
国
々
に
対

し
て
も
経
済
支
援
に
積
極
的
に
な
る
よ
う
、
働
き
か
け
を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
基
本
的
考
え
方
を
確
認
し
た
ス

ペ
ン
ダ
ー
は
続
い
て
、
関
心
あ
る
す
べ
て
の
英
連
邦
諸
国
に
開
か
れ
た
「
諮
問
委
員
会
」
（
O
O
昌
ω
環
一
け
鋤
件
怖
く
①
　
O
O
凪
P
已
一
け
叶
Φ
Φ
）
を
招
集
す
る
こ
と
を

提
案
す
る
。
そ
こ
で
は
、
各
国
の
経
済
開
発
方
針
と
支
援
策
を
集
約
し
、
ま
た
相
互
の
協
力
策
や
各
国
に
対
す
る
助
言
を
討
議
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
実
際
、
こ
の
提
案
に
基
づ
い
て
五
月
、
シ
ド
ニ
ー
に
お
い
て
第
一
回
目
の
英
連
邦
「
諮
問
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
ス
ペ
ン
ダ
ー
を
こ
う
し
た
提
言
に
突
き
動
か
し
た
も
の
は
、
ア
ジ
ア
情
勢
の
不
安
定
化
、
ソ
ビ
エ
ト
・
東
側
の
攻
勢
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
安
全
保
障
が
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
る
と
の
危
機
感
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
ス
ペ
ン
ダ
ー
メ
モ
が
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
直
接
の
起
源
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
会
議
コ
ミ
ュ
ニ
ュ
ケ
も
そ
の
提
言
に
沿
っ
て
ま
と
め

ら
れ
た
。
外
相
会
議
と
し
て
各
国
政
府
に
対
し
、
「
相
互
協
力
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
地
域
の
経
済
発
展
の
た
め
の
ア
イ
デ
ア
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

模
索
し
」
、
あ
わ
せ
て
「
重
要
な
生
産
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
資
金
援
助
を
検
討
」
す
る
よ
う
求
め
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
会
議
で
は
、
経

済
開
発
協
力
の
枠
組
み
や
コ
ン
セ
プ
ト
、
援
助
ス
タ
イ
ル
、
計
画
策
定
と
い
っ
た
具
体
的
内
容
に
話
し
合
い
は
進
ま
な
か
っ
た
。
理
由
の
ひ
と

つ
に
は
、
ア
ジ
ア
側
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
、
自
主
性
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
参
加
国
の
認
識
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
会
議
に
出
席
し

た
イ
ギ
リ
ス
外
相
ベ
ヴ
ィ
ン
（
国
同
”
Φ
ω
け
　
H
W
Φ
く
一
臣
）
は
、
共
産
主
義
の
脅
威
に
直
面
す
る
な
か
「
南
・
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
人
々
の
生
活
水
準
と

社
会
福
祉
の
向
上
が
、
こ
の
脅
威
と
た
た
か
う
た
め
に
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認
識
の
一
致
」
が
あ
り
、
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
と
帰
英
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

報
告
し
て
い
た
よ
う
に
、
経
済
進
歩
の
必
要
性
を
確
認
す
る
場
に
な
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
と
り
あ
え
ず
の
成
果
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
開
発

の
具
体
論
に
討
議
が
進
ま
な
か
っ
た
最
大
の
理
由
は
、
各
国
が
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
構
想
実
現
の
鍵
で
あ
り
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
動
向
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
な
か
で
も
イ
ギ
リ
ス
は
、
地
域
開
発
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
と
を
関
連
づ
け
、
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そ
こ
に
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
展
望
が
み
え
て
こ
な
い
か
ぎ
り
具
体
論
に
踏
み
込
む
つ
も
り
は
な
か
っ
た
。
外
相
会
議
の
心
底
、

ア
ジ
ア
経
済
・
社
会
開
発
に
つ
い
て
、
前
章
の
冒
頭
で
み
た
考
え
方
に
沿
い
つ
つ
よ
り
詳
細
に
検
討
し
た
レ
ポ
ー
ト
が
閣
僚
ら
に
配
布
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
そ
こ
で
は
、
外
部
資
金
の
大
半
を
ア
メ
リ
カ
か
ら
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
ケ
ー
ス

を
は
じ
め
「
長
期
開
発
計
画
に
つ
い
て
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
と
結
び
つ
け
て
」
そ
の
検
討
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
レ
ポ
ー
ト
は
、
外
相
会
議
に
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
準
備
文
書
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
の
と
同
時
に
、
ワ
シ
ン
ト

ン
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
大
蔵
省
対
外
関
係
部
門
の
幹
部
で
あ
っ
た
ロ
ー
ワ
ン
（
ω
陣
同
H
じ
①
し
り
一
一
Φ
囲
O
≦
自
害
）
に
も
送
付
さ
れ
、
英
米
加
の
継
続
経
済
協

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

議
に
お
い
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
一
月
六
日
と
二
四
日
、
イ
ギ
リ
ス
の
駐
米
大
使
フ
ラ
ン
ク
ス
（
ω
陣
同
○
財
く
Φ
村
閃
門
P
轟
開
ω
）
は
国
務
長
官
ア
チ
ソ
ン
（
U
Φ
き
〉
。
ぽ
ω
8
）
に
面
会
を

求
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
解
決
へ
の
支
援
に
つ
い
て
非
公
式
に
打
診
を
お
こ
な
っ
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
、
問
題
解
決
の
た
め
の
あ
ら
ゆ
る

選
択
肢
を
検
討
す
る
こ
と
は
排
除
し
な
い
が
、
具
体
的
な
考
え
や
、
望
ま
し
い
考
え
方
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
包
括
的
な

ア
ジ
ア
援
助
に
つ
い
て
も
ま
だ
検
討
し
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
た
。
た
だ
、
残
高
処
理
と
ア
ジ
ア
援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
の
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
可
能

性
は
あ
る
と
示
唆
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
・
英
連
邦
側
が
具
体
的
方
針
を
示
す
の
を
待
ち
た
い
と
の
返
答

　
　
　
　
⑦

を
し
て
い
た
。

　
外
務
省
内
の
へ
部
か
ら
は
、
東
南
ア
ジ
ア
情
勢
は
緊
迫
し
て
お
り
、
早
急
な
行
動
を
ア
メ
リ
カ
政
府
と
話
し
合
う
べ
き
と
の
声
も
上
が
っ
た

⑫
大
蔵
省
は
・
ア
メ
リ
カ
か
ら
単
に
ア
ジ
ア
援
助
を
引
き
出
す
．
」
と
だ
け
を
幕
す
つ
も
り
は
な
か
っ
た
・
前
章
で
み
た
四
九
年
＝
月
の

「
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
作
業
委
員
会
」
の
報
告
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
で
は
解
決
し
な
か
っ
た
世
界
的
ド
ル
不
足
構
造
を
解
消
し
、
ア
メ
リ
カ

が
標
榜
す
る
「
自
由
な
多
角
貿
易
」
を
促
進
す
る
た
め
に
、
「
世
界
規
模
で
の
ド
ル
還
流
（
｛
H
①
Φ
陣
⇒
け
①
同
P
P
け
一
〇
⇔
巨
川
〇
一
H
O
¢
一
P
叶
一
〇
P
O
出
納
〇
一
一
鎖
H
し
。
）
」
と
い

う
発
想
ヘ
ア
メ
リ
カ
政
府
は
転
換
す
べ
き
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
ジ
ア
支
援
に
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
が
乗
り
出
す
こ
と
は
そ
う
い
っ
た
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

策
転
換
の
第
一
歩
に
な
る
と
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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一
方
、
ア
メ
リ
カ
政
府
内
で
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
の
英
米
加
の
継
続
経
済
協
議
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
対
外
収
支
へ
の
支
援
を
め
ぐ
る
二
、
三
の

個
別
テ
ー
マ
に
議
論
が
終
始
し
て
い
る
こ
と
に
不
満
が
高
ま
っ
て
い
た
。
特
に
財
務
長
官
ス
ナ
イ
ダ
ー
（
｝
。
ぎ
≦
G
。
口
琶
Φ
H
）
は
、
ア
ト
リ
ー

政
権
の
国
内
引
き
締
め
策
や
イ
ン
フ
レ
抑
制
策
を
不
十
分
だ
と
み
る
一
方
で
、
排
他
的
施
策
を
と
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
改
善

策
が
、
交
換
性
回
復
や
対
ド
ル
圏
輸
入
差
別
解
消
と
い
っ
た
長
期
目
標
へ
の
動
き
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
の

か
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
意
図
に
不
信
感
を
持
ち
は
じ
め
て
い
た
。
二
月
に
入
っ
て
、
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
が
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
終
了
後
の
西

側
経
済
の
全
般
的
問
題
を
検
討
す
る
よ
う
ア
チ
ソ
ン
に
指
示
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ロ
ー
ワ
ン
に
対
し
、
両
国
の
経
済
・
金

融
政
策
の
基
本
的
問
題
を
取
り
上
げ
る
協
議
が
必
要
で
は
な
い
か
と
の
考
え
を
伝
え
た
。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
要
求
に
つ
い
て
大
蔵
省
は
、
「
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
時
に
イ
ギ
リ
ス
は
い
か
な
る
枠
組
み
、
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
自
立

す
る
の
か
」
方
向
性
を
打
ち
出
す
時
期
に
き
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
両
国
の
あ
い
だ
で
国
際
経
済
の
展
望
を
話
し
合
い
、
政
治
・
軍
事

面
と
同
様
に
経
済
面
に
お
い
て
も
目
標
を
共
有
し
、
実
際
的
な
政
策
合
意
を
も
つ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
実
現
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
の
立

場
を
示
す
。
そ
こ
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
交
換
性
回
復
や
対
米
輸
入
差
別
撤
廃
へ
の
展
望
な
ど
経
済
・
金
融
政
策
の
基
本
方
針
を
話
し
合
う
機
会

を
避
け
る
べ
き
で
な
い
と
結
論
づ
け
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
う
い
っ
た
話
し
合
い
の
な
か
で
こ
そ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
問
題
、
ア
メ
リ

カ
の
ド
ル
黒
字
是
正
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
べ
き
で
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
の
問
題
と
結
び
つ
く
も
の
と
し
て
南
・
東
南
ア
ジ
ア
経
済
開
発
が
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

題
に
な
る
べ
き
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
全
体
の
動
き
が
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ア
ジ
ア
開
発
政
策
の
方
向
性
を
よ
り
明
確
に
規
定
し
は
じ
め
る
。
同
じ

二
月
の
末
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
に
は
、
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
開
発
問
題
に
つ
い
て
本
格
的
な
検
討
を
進
め
る
省
間
委
員
会
（
芝
。
象
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

評
H
蔓
自
国
尽
き
融
。
U
の
く
色
・
暮
Φ
嘗
ぎ
ω
2
ひ
磐
匹
ω
。
g
津
国
婁
》
し
・
邑
が
設
置
さ
れ
る
。
関
係
す
る
外
務
、
連
邦
関
係
、
植
民
地
、
商
務
、
大

蔵
省
の
担
当
者
が
集
ま
っ
た
そ
の
委
員
会
に
お
い
て
、
基
本
政
策
文
書
の
た
た
き
台
を
準
備
し
た
の
は
大
蔵
省
で
あ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策

と
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ロ
ン
ボ
開
発
構
想
と
の
連
関
を
確
定
的
に
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
大
蔵
省
メ
モ
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
っ
た
。
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「
冷
戦
」
や
対
英
連
邦
政
策
の
基
本
的
要
請
と
の
関
係
か
ら
み
る
と
、
こ
の
問
題
〔
ア
ジ
ア
経
済
開
発
〕
へ
の
取
り
組
み
が
緊
急
を
要
す
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
こ
の
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
の
対
外
経
済
〔
政
策
〕
の
主
だ
っ
た
テ
…
マ
を
集
約
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

イ
ギ
リ
ス
・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
金
体
の
ド
ル
援
助
か
ら
の
自
立
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
、
長
期
的
な
世
界
の
ド
ル
問
題
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

復
興
計
憾
後
の
〔
ア
メ
リ
カ
の
〕
援
助
政
策
、
と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

コロンボプランの成立とアトリー労働党政権のスターリング政策（山口）

こ
こ
で
は
、
ア
ジ
ア
開
発
構
想
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
と
リ
ン
ク
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
対
外
経
済
政
策
の
テ
ー
マ
と
結
び
つ

け
て
考
え
る
姿
勢
が
は
っ
き
り
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
た
。
メ
モ
は
特
に
、
開
発
計
画
に
は
、
地
域
の
「
ド
ル
獲
得
能
力
を
復
活
さ
せ
る
」
こ
と

を
通
し
て
通
貨
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
強
化
と
世
界
経
済
再
建
を
促
進
す
る
と
い
う
長
期
的
な
意
昧
づ
け
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
強
調
し
て
い
た
。
ま

た
そ
う
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
ア
ジ
ア
開
発
は
他
の
地
域
の
開
発
と
は
一
線
を
呈
す
る
「
特
別
な
意
義
」
を
も
っ
と
指
摘
し
て
い
た
。
そ
の
う
え

で
大
蔵
省
が
強
く
訴
え
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
に
対
し
て
は
、
国
際
通
貨
問
題
の
文
脈
に
置
か
れ
る
「
ド
ル
を
豊
富
に
さ
せ
」
、
「
ス
タ
ー
リ

ン
グ
を
希
少
に
す
る
」
行
動
と
し
て
、
南
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
開
発
促
進
と
地
域
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
解
決
の
重
要
性
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

い
て
理
解
を
取
り
つ
け
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

①
、
い
弓
8
唇
疑
。
℃
島
2
畔
ω
。
葺
7
動
乱
ω
。
異
ゲ
・
田
無
〉
。
。
置
．
冒
竃
Φ
ヨ
。
ξ
浄
Φ

　
〉
蕊
酔
邑
這
巳
）
①
同
Φ
σ
q
巴
o
p
博
閃
筈
窯
（
α
O
）
磨
ご
野
屋
僧
蔓
一
Φ
窃
ρ
○
＞
b
d
お
Q
。
鳶
。
。
’

②
》
旨
Φ
×
♪
0
℃
（
印
O
ζ
。
。
b
卜
、
凄
耳
轟
蔓
お
伊
O
甲
○
諺
ご
d
這
り
＼
ω
。
。
’

③
、
夢
①
0
。
回
。
ヨ
げ
。
0
。
五
霞
窪
。
①
、
”
ζ
舞
。
9
じ
σ
①
＜
ぎ
u
O
℃
（
α
O
二
。
。
w
b
。
N

　
頃
㊥
げ
切
口
蔓
一
言
ρ
O
》
じ
d
一
ト
⊃
O
＼
ω
。
。
．

④
ピ
薯
ρ
．
G
o
窪
目
㊦
鐸
豪
州
Φ
O
。
H
。
ヨ
げ
。
矧
｝
塁
、
も
唱
」
露
∴
象
・

⑤
ま
た
イ
ギ
り
ス
に
は
、
二
月
に
総
選
挙
を
控
え
て
い
る
と
い
う
事
情
も
あ
っ
た
。

⑥
．
団
8
口
。
邑
。
磐
α
ω
。
。
芭
】
）
Φ
く
巴
8
毎
Φ
鼻
ヨ
ω
。
三
甥
雪
匙
ω
。
信
笹
自
四
ω
け

　
曽
㌶
Q
註
普
Φ
悶
白
詩
鰺
、
》
円
9
9
9
評
H
国
帥
ω
ス
○
魔
一
。
芭
）
O
。
ヨ
巨
箒
ρ
ぎ

　
両
8
豊
野
o
U
Φ
＜
鉱
。
唱
ヨ
㊦
艮
一
⇒
跨
Φ
閏
自
国
窃
浄
、
’
翼
。
審
ξ
O
ユ
毛
ρ

　
国
℃
○
（
お
）
届
卜
。
し
U
Φ
8
ヨ
げ
興
一
緯
り
甲
○
〉
ゆ
一
ω
ミ
ト
。
悼
○
。
い
竃
ぎ
葺
㊦
ω
｛
o
目
》
巳
①
ρ

　
這
U
の
。
Φ
ヨ
び
Φ
＝
逡
P
℃
鴻
目
差
。
。
＼
冠
O
刈
．

⑦
幻
。
諄
①
朗
§
鴨
寒
ミ
ミ
ミ
§
§
劇
寧
♂
？
δ
。
。
一
窓
Φ
ヨ
。
。
｛
O
。
舅
霧
巴
呂

　
9
ひ
Φ
U
ぎ
9
0
巴
。
｛
筈
㊦
O
｛
臨
冒
Φ
o
｛
じ
u
「
三
路
O
o
ヨ
露
魯
≦
Φ
価
＃
げ
¢
・
民
翼
。
隣
7

　
①
ヨ
鳴
霞
。
℃
Φ
磐
〉
諮
冨
（
ピ
国
げ
。
ε
。
・
器
ン
①
㎏
磐
田
蔓
6
α
ρ
ぎ
ぎ
§
讐
ぎ
・

　
N
ミ
§
隔
駄
§
§
賊
ミ
寒
、
題
同
霧
ρ
く
。
州
ω
▼
窓
．
一
＄
。
。
『
一
＄
ρ
竃
㊦
ヨ
Q
。
｛

　
0
8
＜
費
ω
註
g
ξ
穿
Φ
∪
ぎ
0
8
「
o
｛
筈
Φ
○
窪
。
㊦
o
｛
し
d
藁
房
7
0
0
存
日
。
亭

　
蓄
・
窪
簿
註
堵
。
尋
Φ
扇
面
自
。
罵
睾
≧
慈
H
ω
（
掴
び
。
臥
。
。
ω
o
）
る
智
呂
麟
蔓
一
8
ρ
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ぎ
H
げ
算
薯
．
δ
δ
輩
δ
一
メ

⑧
0
。
ヰ
瓜
。
愚
H
遷
濠
触
δ
b
d
①
＜
ご
Y
騙
瀬
げ
罎
己
妻
ち
q
P
閲
N
＝
O
ミ
押

　
男
O
G
Q
偶
人
＼
c
◎
心
0
㎝
G
Q
．

⑨
円
怨
g
。
｛
鼻
①
≦
。
「
犀
ぎ
α
q
三
目
曙
。
誉
ω
寅
ぎ
σ
q
し
u
巴
§
8
。
。
り
国
℃
O
（
畠
）
蕊
メ

　
｝
恥
2
0
＜
①
ヨ
び
興
一
り
鼻
P
O
諺
り
d
δ
軽
＼
悼
悼
Q
Q
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舅
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■
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三
　
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
策
定
と
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策

　
三
月
下
旬
、
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
と
南
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
開
発
に
つ
い
て
方
針
を
確
定
す
べ
く
内
閣
経
済
政

策
委
員
会
（
E
P
C
）
会
合
を
も
っ
た
。
そ
こ
で
は
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
こ
の
地
域
（
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
）
が
保
有
す
る

残
高
の
処
理
と
経
済
開
発
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
と
も
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
に
は
資
金
的
余
力
が

な
く
、
「
継
続
的
な
経
済
開
発
〔
援
助
〕
と
残
高
の
満
足
ゆ
く
処
理
と
を
両
立
さ
せ
る
」
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
指
摘
さ
れ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
第
一
段
階
の
行
動
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
と
は
関
係
な
く
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
の
必
要
を
訴
え
つ
つ
、
当
該
国
と
の

あ
い
だ
で
残
高
の
一
部
で
あ
っ
て
も
長
期
債
務
に
転
換
す
る
た
め
の
交
渉
に
入
る
必
要
は
認
め
て
い
た
。
だ
が
、
ク
リ
ッ
プ
ス
が
何
よ
り
も
重

要
で
あ
る
と
述
べ
た
の
は
、
連
邦
諸
国
と
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
具
体
化
協
議
を
進
め
つ
つ
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と
の
あ
い
だ
で
残
高
問
題
と
〔
ア

ジ
ア
〕
経
済
開
発
政
策
と
を
結
び
つ
け
る
合
意
を
得
る
方
向
へ
進
む
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
も
し
ア
メ
リ
カ
の
資
金
贈
与
が
あ

れ
ば
…
…
そ
の
額
に
応
じ
て
幾
分
か
の
〔
残
高
〕
帳
消
し
を
求
め
る
の
は
不
合
理
で
は
な
い
」
で
あ
ろ
う
し
、
「
〔
仮
に
〕
別
な
援
助
形
態
と
な

っ
て
も
、
当
該
国
に
と
っ
て
は
対
外
収
支
問
題
が
緩
和
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
直
ち
に
使
用
す
る
必
要
は
軽
減
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、

長
期
債
務
へ
の
転
換
で
あ
っ
て
も
柔
軟
な
姿
勢
」
が
期
待
で
き
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
メ
モ
に
お
い

て
も
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
が
こ
の
地
域
に
流
入
す
る
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
的
利
害
が
損
な
わ
れ
る
懸
念
が
表
明
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
そ
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①

の
リ
ス
ク
は
覚
悟
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
を
優
先
す
る
立
場
は
明
ら
か
で
あ
っ
た
。

　
四
月
一
七
日
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
正
式
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
援
助
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
問
題
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
る
提
案
を
ア
チ

ソ
ン
に
伝
え
た
。
手
交
さ
れ
た
覚
書
は
、
い
ま
み
た
内
閣
経
済
政
策
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
報
告
を
簡
略
に
し
た
も
の
で
、
あ
ら
た
め
て
内
容

に
触
れ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
で
の
資
金
援
助
で
は
意
味
は
な
く
「
イ
ギ
リ
ス
経
済
へ
さ
ら
な
る
負
担
を
か
け
る
だ
け
」
と
あ

る
よ
う
に
、
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
資
金
拠
出
が
あ
っ
て
も
結
局
の
と
こ
ろ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
を
イ
ン
ド
な
ど
に
転
移
す
る
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
だ
と
し
て
、
新
規
の
ド
ル
資
金
こ
そ
が
必
要
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の
四
月
一
七
日
と
い
う
段
階
で
メ
モ
が
提
示
さ
れ
た
こ

と
は
も
う
少
し
立
ち
入
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
側
が
、
五
月
の
ロ
ン
ド
ン
英
米
仏
外
相
会
議
を
強
く
意
識
し
て
い
た
か

ら
で
あ
る
。
経
済
、
外
交
を
含
め
冷
戦
下
の
西
側
世
界
の
展
望
に
つ
い
て
大
局
的
に
議
論
す
る
会
議
を
前
に
ア
チ
ソ
ン
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ

と
で
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
問
題
、
ア
ジ
ア
開
発
問
題
と
も
に
、
国
際
政
治
・
経
済
情
勢
の
よ
り
広
い
視
点
を
も
っ
て
話
し
合
う
流
れ
に
乗
せ

た
い
と
い
う
期
待
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
ア
ト
リ
ー
内
閣
で
は
、
南
・
東
南
ア
ジ
ア
開
発
計
画
と
そ
れ
を
支
援
す
る
こ
と
の
意
義
を
以
下
の
三
点

に
整
理
し
て
い
た
。

123

共
産
主
義
の
脅
威
に
対
す
る
建
設
的
な
対
抗
手
段
で
あ
る

と
り
わ
け
東
南
ア
ジ
ア
の
ド
ル
獲
得
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
る
、
世
界
的
ド
ル
不
足
を
緩
和
す
る
た
め
の
建
設
的
行
動
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
強
化
、
す
な
わ
ち
世
界
経
済
全
体
の
強
化
へ
向
け
た
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る

　
ア
チ
ソ
ン
は
ロ
ン
ド
ン
に
向
け
出
発
す
る
直
前
の
五
月
五
日
、
ロ
ー
ワ
ン
と
面
談
し
、
四
月
一
七
日
の
イ
ギ
リ
ス
提
案
を
受
け
い
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
旨
を
伝
達
す
る
。
し
か
し
ア
チ
ソ
ン
自
身
は
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
検
討
は
で
き
て
お
ら
ず
、
「
差
し
当
た
り
の
考
え
」
で
あ

る
と
述
べ
て
い
た
。
ま
た
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
に
本
格
的
に
乗
り
出
す
こ
と
は
重
要
で
あ
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
姿
勢
に
支
持
を
表
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明
し
て
い
た
。
一
方
、
ア
ジ
ア
援
助
に
つ
い
て
ア
チ
ソ
ン
は
、
政
府
と
し
て
で
き
る
だ
け
早
く
検
討
に
入
り
、
ゆ
く
ゆ
く
は
議
会
に
も
そ
の
考

え
を
示
し
た
い
と
伝
え
る
。
そ
の
う
え
で
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
が
「
イ
ギ
リ
ス
の
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
何
ら
か
の
か
た
ち
で
助
け
に
な
れ
ば

　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

喜
ば
し
い
」
と
ロ
！
ワ
ン
に
返
答
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
ア
チ
ソ
ン
か
ら
の
圓
答
に
つ
い
て
ク
リ
ッ
プ
ス
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
の
最
終
決
定
と
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
。
ド
ル
援
助
が
実
現
し
た
後
の

い
ず
れ
か
の
段
階
で
、
資
金
受
け
取
り
国
に
残
高
帳
消
し
な
ど
を
求
め
る
可
能
性
は
残
っ
て
い
る
と
考
え
た
。
ま
た
、
帳
消
し
の
実
現
や
ア
メ

リ
カ
の
ア
ジ
ア
援
助
を
引
き
込
む
こ
と
を
措
い
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
残
高
の
秩
序
だ
っ
た
解
除
へ
道
す
じ
を
つ
け
る
た
め
に
、
コ
ロ

ン
ボ
プ
ラ
ン
を
長
期
計
画
と
し
て
ま
と
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
認
識
が
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
一
層
、
強
ま
る
の
で
あ
っ
た
。
あ
わ
せ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

開
発
計
画
の
内
容
が
政
権
の
対
外
経
済
政
策
に
調
和
的
と
な
る
よ
う
力
を
入
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
英
連
邦
各
国
に
送
付
す
べ
く
、
開
発
計
画
の
具
体
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
考
え
方
を
ま
と
め
た
文
書
を
み
て

お
き
た
い
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。
「
コ
ロ
ン
ボ
〔
外
相
会
議
で
の
〕
決
議
を
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
に
展
開
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
は
現

実
的
で
実
現
性
の
高
い
」
計
画
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ょ
う
と
す
る
姿
勢
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
開
発
の
成
果
は
短
期
的
に
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な

い
の
で
、
長
期
的
・
包
括
的
計
画
を
立
て
た
う
え
で
着
実
な
前
進
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
活
水
準
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
人
口
増

大
の
圧
力
を
抱
え
る
ア
ジ
ア
で
は
、
と
り
わ
け
生
産
拡
大
と
生
産
性
向
上
の
成
果
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
と
。
そ
の
一
方
メ

モ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
経
済
構
造
は
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
に
依
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
終
了
が
近
い
以
上
、
ド
ル
収
支
改
善
、
ロ
ン
ド

ン
の
金
・
ド
ル
準
備
強
化
を
最
優
先
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
課
題
を
無
視
し
て
計
画
立
案
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

強
調
し
て
い
た
。
ま
た
、
世
界
経
済
の
状
況
、
と
り
わ
け
一
次
産
品
需
要
の
安
定
が
な
け
れ
ば
開
発
は
順
調
に
は
進
ま
な
い
と
の
指
摘
が
さ
れ

て
い
た
が
、
裏
を
返
せ
ば
そ
の
指
摘
は
、
ド
ル
不
足
解
消
の
た
め
に
東
半
球
で
の
資
源
・
食
料
生
産
が
増
加
す
る
こ
と
へ
の
期
待
と
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
工
業
化
へ
の
懸
念
を
抱
く
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
姿
勢
を
伺
わ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
続
い
て
メ
モ
は
、
開
発
計
画
の
実
行
に
と
も
な
っ
て
解
決
が
求
め
ら
れ
る
課
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
そ
こ
で
は
、
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開
発
資
材
の
供
給
不
足
や
資
源
不
足
は
障
害
に
は
な
ら
な
い
と
の
見
方
が
示
さ
れ
、
む
し
ろ
ネ
ッ
ク
は
技
術
指
導
と
資
金
に
な
る
と
し
て
い
た
。

と
り
わ
け
計
画
策
定
を
進
め
る
と
、
主
に
開
発
遂
行
に
伴
っ
て
生
じ
る
対
外
収
支
赤
字
を
補
填
す
る
た
め
の
「
外
部
資
金
（
Φ
蓉
2
鍵
＝
甲

冨
肖
8
）
」
と
、
開
発
支
出
の
た
め
に
国
内
で
調
達
す
る
（
で
き
る
）
「
内
部
資
金
（
帥
嘗
Φ
旨
臥
｛
ぎ
き
8
）
」
の
必
要
額
が
明
ら
か
に
な
る
と
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
「
外
部
資
金
」
、
「
内
部
資
金
」
を
確
保
す
る
こ
と
が
開
発
計
画
の
核
心
に
な
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
「
資
金
」

の
必
要
が
考
慮
さ
れ
れ
ば
、
必
然
的
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
取
り
扱
い
が
検
討
課
題
に
な
る
と
イ
ギ
リ
ス
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た

同
時
に
メ
モ
は
、
イ
ギ
リ
ス
は
植
民
地
開
発
や
「
ド
ル
獲
得
・
節
約
」
に
必
要
な
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
支
出
し
て
お
り
、
ア
ジ
ア
地
域
に
対

し
て
は
残
高
使
用
を
認
め
る
以
外
に
は
新
規
援
助
を
す
る
能
力
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
（
英
連
邦
）
の
拠
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
限
界
を
い
う
こ
と
で
、
「
資
金
」
を
満
た
す
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
が
必
須
に
な
る
こ
と
を
訴
え
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
五
月
一
五
日
か
ら
一
九
日
ま
で
シ
ド
ニ
ー
に
お
い
て
、
「
南
・
東
南
ア
ジ
ア
経
済
開
発
に
関
す
る
英
連
邦
諮
問
委
員
会
（
○
。
同
日
8
≦
Φ
聾
7

0
。
器
集
餌
口
く
Φ
○
§
藩
邸
Φ
鶏
国
8
召
邑
。
∪
Φ
く
①
一
。
℃
日
韓
肖
ヨ
ω
2
讐
麟
巳
ω
。
葺
財
－
国
外
諺
ω
邑
」
が
開
か
れ
、
南
ア
フ
リ
カ
を
除
く
各
国
の
大
臣
級

が
集
ま
っ
た
。
議
長
役
の
ス
ペ
ン
ダ
ー
は
、
会
議
が
実
質
的
な
成
果
を
示
す
よ
う
強
い
意
気
込
み
を
み
せ
て
お
り
、
長
期
開
発
計
画
の
コ
ン
セ

プ
ト
や
方
向
性
に
つ
い
て
合
意
す
る
だ
け
で
な
く
、
「
国
際
的
資
金
援
助
が
見
込
め
る
と
の
前
提
に
立
っ
て
計
画
作
成
に
直
ち
に
取
り
掛
か

る
」
準
備
に
入
り
た
い
と
訴
え
た
。
ま
た
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
も
と
で
設
置
さ
れ
た
O
E
£
C
に
な
ぞ
ら
え
る
か
の
よ
う
に
、
「
英
連
邦

カ
ウ
ン
シ
ル
」
と
い
っ
た
常
設
機
構
を
設
け
る
こ
と
へ
の
関
心
も
表
明
し
て
い
た
。
同
時
に
ス
ペ
ン
ダ
ー
は
、
緊
迫
化
す
る
ア
ジ
ア
情
勢
へ
対

応
す
る
必
要
と
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
対
し
て
英
連
邦
の
取
り
組
み
、
な
か
で
も
自
助
努
力
と
集
団
的
行
動
を
印
象
づ
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と

考
え
て
い
た
。
そ
こ
で
、
優
先
順
位
の
高
い
援
助
に
は
早
急
に
取
り
掛
か
る
べ
き
と
主
張
す
る
。
後
日
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
拠
出
を
織
り
込
ん

だ
「
連
邦
基
金
」
を
創
設
し
、
そ
れ
を
も
と
に
八
○
○
万
ポ
ン
ド
規
模
の
三
ヵ
年
「
技
術
協
力
計
画
」
を
始
め
る
べ
き
と
し
た
。
ま
た
あ
わ
せ

て
、
食
料
・
医
療
な
ど
の
緊
急
支
援
、
重
要
な
輸
入
品
や
生
産
拡
大
に
対
す
る
緊
急
融
資
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
を
念
頭
に
英
連
邦
外
の
国
々
へ
の

支
援
に
つ
い
て
も
基
金
か
ら
拠
出
す
る
提
案
を
し
て
い
た
。
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こ
れ
に
対
し
イ
ギ
リ
ス
は
、
各
国
が
経
済
状
況
を
整
理
し
つ
つ
、
長
期
的
・
包
括
的
で
か
つ
現
実
的
な
経
済
開
発
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
こ

そ
が
コ
ロ
ン
ボ
外
藩
会
議
の
提
言
に
沿
う
の
で
あ
る
と
反
論
し
た
。
六
月
に
入
る
頃
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
と
残
高
処
理
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

の
直
接
の
リ
ン
ク
は
（
少
な
く
と
も
当
面
は
）
実
現
が
難
し
い
と
の
見
方
が
広
が
り
つ
つ
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
残
高
の
長
期
的
な
扱
い
に
合

意
し
、
ま
た
「
ド
ル
還
流
」
の
た
め
の
窓
口
を
開
く
に
は
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
を
中
長
期
的
ス
パ
ン
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
成
立
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
考
慮
が
、
「
連
邦
基
金
」
や
緊
急
援
助
に
対
す
る
イ
ギ
リ
ス
の
消
極
姿
勢
の
背
景
に
あ
っ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス

代
表
は
、
五
一
年
前
半
に
か
け
て
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
後
の
対
外
経
済
・
援
助
政
策
に
つ
い
て
の
議
論
が
本
格
化
す
る
で
あ
ろ
う
ア
メ
リ
カ
の
政

治
日
程
を
に
ら
ん
で
、
九
月
に
は
開
発
計
画
を
集
約
し
、
遅
く
と
も
＝
月
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
に
そ
れ
を
提
示
す
る
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
従
っ
て
行
動
す
る
べ
き
と
訴
え
た
。

　
会
議
で
は
、
「
技
術
協
力
計
画
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
合
意
は
で
き
た
が
、
短
期
・
緊
急
支
援
に
つ
い
て
は
、
個
別
対
応
、
も
し
く
は
検
討

の
先
送
り
と
い
う
結
論
に
と
ど
ま
っ
た
。
一
方
、
地
域
各
国
（
非
英
連
邦
諸
国
の
参
加
も
正
式
に
打
診
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
）
は
九
月
ま
で
に
六
ヵ

年
経
済
開
発
計
画
案
を
準
備
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
。
農
業
と
工
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
す
る
な
ど
現
実
的
計
画
を
提
示
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
、

ま
た
計
画
案
に
は
、
必
要
と
な
る
「
外
部
資
金
」
と
「
内
部
資
金
」
に
加
え
、
対
外
収
支
見
込
み
を
示
す
よ
う
要
請
さ
れ
た
。
特
に
一
九
五
一

／
五
二
年
、
五
二
／
五
三
年
に
つ
い
て
は
、
計
画
ス
タ
ー
ト
後
の
援
助
必
要
額
や
、
ド
ル
収
支
・
非
ド
ル
収
支
に
区
分
し
た
数
字
な
ど
を
盛
り

込
み
つ
つ
詳
細
な
対
外
収
支
見
通
し
を
示
す
よ
う
、
記
入
用
の
フ
ォ
ー
ム
ま
で
が
準
備
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
え
で
域
外
の
連
邦
諸
国
は
、
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

国
の
計
画
提
出
を
受
け
て
、
資
金
援
助
と
技
術
援
助
に
つ
い
て
支
援
策
を
詰
め
て
ゆ
く
こ
と
と
さ
れ
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
会
議
が
終
了
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
O
E
E
C
代
表
で
外
務
省
の
ホ
ー
ル
・
パ
ッ
チ
（
月
読
圏
信
口
侮
］
悶
⇔
一
一
－
M
u
9
け
O
げ
）
が
、
パ
リ
か
ら
ロ
ン

ド
ン
へ
次
の
よ
う
な
メ
モ
を
送
っ
て
き
た
。
「
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
が
視
野
に
入
る
段
階
に
な
っ
た
」
な
か
で
、
「
O
E
E
C
に
お
い
て
、

南
・
東
ア
ジ
ア
〔
開
発
〕
計
画
の
意
義
が
評
価
さ
れ
る
よ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
。
な
ぜ
パ
リ
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
ホ
ー
ル
・
パ
ッ
チ

が
こ
う
し
た
指
摘
を
し
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
に
は
、
O
E
E
C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
と
よ
ば
れ
る
文
書
の
作
成
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
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コmンポプランの成立とアトリー労働党政権のスターリング政策（山口）

こ
と
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

　
O
E
E
C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
と
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
を
展
望
し
つ
つ
、
向
こ
う
三
か
ら
五
年
の
欧
州
経
済
の
方
向
性
を
描
く
も
の

と
し
て
作
成
さ
れ
、
年
末
に
は
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
も
提
出
さ
れ
る
予
定
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ル
・
パ
ッ
チ
は
、
レ
ポ
ー
ト
が
欧
州
の
み

な
ら
ず
西
側
経
済
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
影
響
を
与
え
る
重
要
文
書
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え

に
レ
ポ
ー
ト
作
成
が
は
じ
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
そ
の
時
こ
そ
が
、
ア
ジ
ア
援
助
問
題
と
ス
タ
ー
リ
ン
グ
強
化
の
問
題
を
西
側
経
済
の
将
来
展
望

に
つ
い
て
議
論
す
る
場
に
持
ち
込
め
る
か
ど
う
か
の
正
念
場
に
な
る
と
指
摘
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
「
O
E
E
C
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

近
々
作
成
さ
れ
る
東
南
ア
ジ
ア
に
関
す
る
英
連
邦
計
画
の
目
的
と
結
び
つ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
は
、
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
の
内
容
そ
れ
自
体
に
強
い
関
心
を
も
つ
理
由
が
あ
っ
た
。
五
月
の
フ
ラ
ン
ス
・
シ
ュ
ー
マ

ン
プ
ラ
ン
提
案
が
刺
激
と
な
っ
た
の
か
、
六
月
に
な
り
、
オ
ラ
ン
ダ
「
ス
テ
イ
ケ
ル
プ
ラ
ン
」
（
農
業
、
基
幹
産
業
の
欧
州
共
同
市
場
創
設
）
を
皮

切
り
に
、
イ
タ
リ
ア
「
ペ
ラ
プ
ラ
ン
」
（
欧
州
特
恵
関
税
に
関
す
る
提
案
）
、
フ
ラ
ン
ス
「
ペ
ッ
シ
ュ
プ
ラ
ン
」
（
欧
州
共
通
投
資
基
金
、
貿
易
自
由
化

の
欧
州
共
同
リ
ス
ト
作
成
）
な
ど
が
相
次
い
で
示
さ
れ
る
。
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
こ
れ
ら
の
提
案
へ
の
反
発
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
第
三
次
レ
ポ
ー
ト

が
欧
州
統
合
路
線
を
志
向
し
て
書
か
れ
か
ね
な
い
と
の
危
惧
を
も
っ
た
大
蔵
省
や
外
務
省
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
後
の
世
界
経
済
に
つ
い
て

よ
り
積
極
的
な
ア
イ
デ
ア
を
提
示
す
る
こ
と
が
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
ま
す
ま
す
轟
に
な
っ
た
と
の
認
識
を
強
め
る
の
で
あ
っ
や

　
七
月
、
O
E
E
C
レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
ア
ト
リ
ー
内
閣
の
メ
モ
が
完
成
す
る
。
メ
モ
が
ま
ず
も
っ
て
強
調
し
た
の
は
、
大
戦
終
結
以
降
、
欧

州
各
国
経
済
が
抱
え
て
き
た
問
題
は
世
界
規
模
の
視
野
で
考
え
る
べ
き
性
格
が
あ
る
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
レ
ポ
ー
ト
は
、
「
世

界
規
模
の
〔
経
済
〕
拡
大
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
書
か
れ
る
べ
き
と
し
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
て
い
た
。

そ
の
テ
ー
マ
が
意
味
す
る
の
は
、
欧
州
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
欧
州
と
外
部
世
界
と
の
あ
い
だ
で
の
貿
易
・
通
貨
障
壁
の
段
階
的
撤
廃
で
あ
り
、
〔
さ
ら

に
〕
ド
ル
の
還
流
に
よ
っ
て
状
況
が
改
善
す
れ
ば
、
世
界
規
模
で
の
通
貨
交
換
性
回
復
や
対
ド
ル
輸
入
差
別
撤
廃
が
進
捗
し
て
ゆ
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
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こ
れ
は
い
わ
ば
〔
世
界
大
恐
慌
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
の
前
の
〕

ヨ
ン
（
「
拡
大
す
る
世
界
経
済
の
な
か
で
の
欧
州
」
）
を
、

ン
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
提
案
し
た
い
。

～
九
二
八
年
の
世
界
経
済
の
あ
り
方
へ
の
國
帰
と
い
え
よ
う
…
…
わ
れ
わ
れ
は
こ
う
し
た
ビ
ジ

フ
ラ
ン
ス
や
ベ
ル
ギ
ー
が
い
う
「
金
本
位
制
と
経
済
統
合
」
に
基
づ
く
〔
欧
州
経
済
〕
ビ
ジ
ョ

24　（822）

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
う
え
で
メ
モ
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
対
外
収
支
強
化
と
、
近
い
将
来
の
交
換
性
圓
復
に
よ
っ
て
、
通
貨
ス
タ
ー
リ

ン
グ
は
世
界
規
模
の
経
済
拡
大
に
賃
献
ず
る
と
し
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
発
展
途
上
地
域
の
開
発
、
と
り
わ
け
南
・
東
南
ア
ジ
ア
開
発
の
促
進

が
そ
の
拡
大
を
支
え
る
と
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
O
E
E
C
レ
ポ
ー
ト
に
お
い
て
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
が
言
及
さ
れ
る
べ
く
努
力

し
て
き
て
い
る
の
だ
と
指
摘
す
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
も
論
じ
く
世
界
経
済
の
拡
大
の
た
め
に
、
欧
州
援
助
か
ら
、
他
の
地
域
に
ド

ル
を
「
散
布
す
る
」
経
済
政
策
へ
と
シ
フ
ト
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
重
ね
て
訴
え
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
は
、
マ
ー

シ
ャ
ル
援
助
終
了
後
の
西
側
経
済
の
あ
り
方
、
そ
こ
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
模
索
し
は
じ
め
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

対
外
経
済
政
策
構
想
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
付
与
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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O
＞
ゆ
お
ミ
6
メ
．
O
o
白
目
。
ヨ
く
Φ
既
匪
O
o
器
財
群
竹
一
く
Φ
O
o
§
o
出
。
⇒
国
8
8
ヨ
ざ

　
U
Φ
く
②
ぴ
O
日
①
巣
ぎ
ω
o
葺
7
雄
蕊
ω
o
β
仲
げ
自
筆
梓
》
G
。
醇
ω
凱
冨
嘱
竃
謎
一
り
㎝
O
、
u

　
ζ
舞
。
蔓
。
σ
髪
8
ζ
帥
a
8
翫
島
。
｛
O
語
㊦
蔓
。
。
σ
Q
9
甲
O
℃
（
㎝
O
）
お
ω
レ
①
甘
幕

　
お
0
ρ
○
｝
ウ
d
一
N
り
註
ρ
シ
ド
ニ
ー
会
議
全
般
に
つ
い
て
は
、
b
§
§
§
身
§
》
零

　
詮
ミ
N
凡
§
凄
ミ
喧
N
ぎ
勘
曼
、
≧
、
設
、
ミ
智
§
賊
導
免
9
N
o
§
ぽ
℃
ミ
試
N
り
も
－
殴
㎏
軌
M
の

　
∪
。
。
．
0
ρ
鴛
態
α
態
。
。
る
り
為
ρ
謬
を
中
心
に
参
照
し
た
。

⑨
寓
舞
。
9
国
島
－
℃
士
風
卜
、
悼
』
¢
器
6
㎝
ρ
α
蜜
2
α
＼
卜
、
P
鳴
○
ω
ご
＼
。
。
①
ミ
0
■

⑩
O
国
国
○
第
三
次
レ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
ア
ト
リ
ー
政
権
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

四
　
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
完
成

　
H
ぎ
8
証
暴
α
q
g
年
、
b
d
葺
冴
げ
蜜
仲
δ
慧
＝
畠
①
馨
ξ
雪
恥
b
d
藁
厭
目
、
ω
℃
g
三
8

　
乱
酔
①
℃
o
無
毒
雪
避
。
ユ
国
力
㊦
■
臼
。
ω
ω
①
。
。
。
・
日
①
簿
。
｛
野
⑦
》
脅
二
Φ
Φ
い
ぎ
。
自
Ω
o
＜
－

　
Φ
ヨ
奮
簿
、
ω
国
蓉
Φ
讐
護
国
o
o
唇
邑
。
勺
9
一
2
、
甲
ぎ
O
磐
箆
じ
d
簿
Φ
。
。
⇔
巳
密
豊
げ
節
。

　
際
。
乱
。
（
①
牙
．
）
”
ミ
鷺
§
§
§
蹴
ミ
ミ
昼
蝕
b
u
ミ
導
勢
§
鱒
き
6
§
ミ
婁
曼

　
§
三
島
》
謡
讐
－
ξ
ミ
N
§
9
、
蚤
、
§
ミ
荏
田
ミ
ぎ
萎
め
8
0
（
卜
⊃
0
8
γ
℃
ワ

　
邸
G
。
？
卜
。
ω
①
・
な
お
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
こ
の
ペ
ー
パ
ー
に
基
づ
い
て
い
る
。

⑪
、
審
①
O
醐
国
O
誤
ま
”
g
。
訴
、
一
嵩
。
齢
Φ
ξ
○
昌
葺
国
℃
O
（
㎝
O
）
刈
。
。
レ
。
。
甘
ぼ

　
一
り
α
ρ
○
＞
b
d
一
ω
ミ
b
。
8
5

　
九
月
二
五
日
か
ら
一
〇
月
四
日
に
か
け
て
ロ
ン
ド
ン
で
二
回
目
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
「
諮
問
委
員
会
」
の
閣
僚
級
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。
ま

た
、
計
画
参
加
を
検
討
し
て
い
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、
タ
イ
と
「
諮
問
委
員
会
」
と
の
合
同
会
合
が
開
か
れ
、
ビ
ル
マ
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
ァ
ー
も
出
席
し
た
。
そ
し
て
会
議
終
了
後
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
セ
イ
ロ
ン
・
マ
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
北
ボ
ル
ネ
オ
／
サ
ラ
ワ
ク
六
ヵ
国
・
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
六
ヵ
年
開
発
計
画
を
検
討
、
集
約
し
た
「
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
」
が
公
表
さ
れ
た
の

　
　
①

で
あ
る
。

　
報
告
書
に
集
約
さ
れ
た
各
国
の
開
発
計
画
に
は
、
お
お
よ
そ
次
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
①
目
標
、
②
計
画
遂
行
・
監
督
体
制
、
③
開

発
計
画
の
性
格
、
④
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
⑤
対
外
貿
易
へ
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
、
⑥
国
内
資
金
・
資
材
の
確
保
、
⑦
海
外
援
助
の
必
要
と
そ

の
形
態
。
開
発
計
画
の
総
額
は
一
八
・
六
八
億
ポ
ン
ド
で
、
地
域
の
抱
え
る
中
心
的
課
題
が
食
糧
問
題
で
あ
る
と
の
立
場
か
ら
、
農
業
生
産

（
灌
概
）
を
筆
頭
に
、
輸
送
・
通
信
、
電
力
が
計
画
の
三
大
分
野
に
据
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
で
総
額
の
七
割
を
占
め
た
。
五
一
年
七
月
か
ら
計
画

が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
、
各
国
の
開
発
支
出
は
そ
れ
ま
で
の
丁
五
か
ら
二
倍
に
拡
大
す
る
と
見
込
ま
れ
た
。

　
内
容
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
は
、
民
間
投
資
促
進
の
前
提
と
な
る
食
糧
問
題
の
改
善
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
政
府
支
出
を
中
心
と
し
た
計
画
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で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
「
工
業
化
へ
の
壮
大
な
計
画
を
提
示
し
、
「
自
給
」
経
済
へ
進
も
う
と
す
る
」
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
な
い
こ
と
が
と
り
わ

け
強
調
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
目
を
引
い
た
の
は
、
計
画
遂
行
に
よ
っ
て
地
域
の
生
産
が
拡
大
す
る
こ
と
は
「
世
界
貿
易
・
経
済
に
と
っ
て
建
設

的
な
意
味
を
も
つ
の
で
あ
り
」
、
「
拡
大
す
る
世
界
経
済
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
と
調
和
的
」
で
あ
る
と
い
う
表
現
で
あ
っ
た
。
こ
の
表
現
は
、
地

域
の
必
要
よ
り
も
、
世
界
経
済
全
体
の
問
題
解
決
を
優
先
さ
せ
る
立
場
を
強
調
し
す
ぎ
て
い
る
と
し
て
イ
ン
ド
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
代
表
か
ら

批
判
が
出
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
側
は
こ
う
し
た
考
え
を
盛
り
込
む
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
。
加
え
て
、
「
世
界
経
済
の
健
全
さ
が
、

計
画
遂
行
に
と
っ
て
死
活
的
重
要
さ
を
も
つ
」
と
い
う
く
だ
り
も
盛
り
込
ま
れ
、
ド
ル
還
流
政
策
の
一
環
と
し
て
ア
メ
リ
カ
が
こ
の
地
域
か
ら

の
輸
入
維
持
・
拡
大
に
努
力
す
る
こ
と
を
暗
に
求
め
て
い
た
。

　
開
発
支
出
・
資
金
に
つ
い
て
は
、
各
署
の
支
出
内
訳
と
し
て
、
海
外
か
ら
の
輸
入
額
と
、
国
内
で
の
資
材
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
、
人
件
費
な
ど
へ

の
支
出
額
と
を
区
分
け
し
た
も
の
が
報
告
さ
れ
た
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
が
一
貫
し
て
主
張
し
て
き
た
と
お
り
、
各
国
は
、
外
国
か
ら
得
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
ら
な
い
資
金
と
国
内
で
調
達
す
る
資
金
と
を
区
分
し
た
計
画
案
を
提
示
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
六
ヵ
国
の
計
画
全
体
で
必
要
な
「
外
部
資

金
」
は
～
○
・
八
四
億
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
数
字
は
、
開
発
資
材
な
ど
の
輸
入
額
（
四
・
＝
億
ポ
ン
ド
）
と
は
一
致
し
な
か
っ
た
。
こ
の

こ
と
が
意
味
し
た
の
は
、
開
発
資
材
の
確
保
へ
生
産
・
労
働
力
を
振
り
向
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
消
費
財
の
新
た
な
輸
入
の
必
要
、
あ
る

い
は
国
内
で
調
達
で
き
る
資
金
の
限
度
や
、
外
国
か
ら
の
資
金
援
助
に
と
も
な
う
イ
ン
フ
レ
と
そ
の
抑
制
の
た
め
の
輸
入
増
加
な
ど
を
念
頭
に

お
き
な
が
ら
、
計
画
ス
タ
ー
ト
後
の
各
国
の
対
外
収
支
や
外
貨
使
用
状
況
な
ど
全
般
を
考
慮
し
て
「
外
部
資
金
」
の
必
要
額
が
算
出
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
れ
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
使
用
額
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
資
金
の
必
要
規
模
が
算
出
可
能
と
な
る
の
で

あ
っ
た
。

　
英
連
邦
諸
国
か
ら
の
資
金
拠
出
に
つ
い
て
具
体
額
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
「
要
求
」
額
を
暗
に
示
す
こ
と
に
な
る
と
し
て
避

け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
英
連
邦
の
拠
出
と
必
要
な
「
外
部
資
金
」
総
額
と
の
あ
い
だ
で
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
（
お
よ
そ
六
親
ポ
ン
ド
と
見
込
ま
れ

て
い
た
）
こ
と
は
隠
し
よ
う
も
な
く
、
国
際
機
関
を
除
け
ば
、
事
実
上
、
ア
メ
リ
カ
の
援
助
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
る
べ
き
と
い
う
こ
と
は
会
議
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参
加
国
の
一
致
し
た
見
解
で
あ
っ
た
（
民
間
投
資
の
流
入
や
ロ
ン
ド
ン
で
の
起
債
は
、
初
期
段
階
に
お
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
。
さ

ら
に
、
ク
リ
ッ
プ
ス
に
代
わ
り
会
議
に
出
席
し
た
経
済
担
当
相
ゲ
イ
ツ
ケ
ル
（
田
σ
Q
ゲ
O
跳
。
。
騨
Φ
5
は
、
ド
ル
資
金
援
助
に
つ
い
て
計
画
案
で
想

定
し
て
い
る
も
の
は
、
「
彼
ら
自
身
〔
ア
メ
リ
カ
政
府
〕
が
考
え
て
い
る
も
の
と
お
お
む
ね
～
致
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
感
触
を
示
し

て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
自
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
お
よ
そ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
解
除
で
三
億
ポ
ン
ド
、
植
民
地
開
発
福
祉
法
に
よ
る
支
出
と
し

て
三
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
、
非
英
連
邦
諸
国
へ
の
援
助
で
三
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
を
拠
出
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
な
お
、
マ
ラ
ヤ
な
ど
植
民
地
に
つ

い
て
は
当
分
、
イ
ギ
リ
ス
の
責
任
で
全
額
資
金
供
給
す
る
と
し
、
第
三
国
か
ら
の
そ
れ
を
受
け
入
れ
な
い
方
針
で
あ
っ
た
。
会
議
と
平
行
し
て

ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
が
お
こ
な
わ
れ
、
五
一
年
七
月
以
降
、
六
ヵ
年
開
発
計
画
に
沿
っ
て
残
高
を
順
次
、
使
用
し
て
ゆ

く
こ
と
が
了
解
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
の
二
・
＝
億
ポ
ン
ド
を
は
じ
め
パ
キ
ス
タ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
を
あ
わ
せ
約
二
・
五
心
ポ
ン
ド
の
残
高
が
解
除
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
…
九
五
七
年
ま
で
に
南
ア
ジ
ア
残
高
は
通
常
の
外
貨
準
備
程
度
に
落
ち
着
く
見
通
し
と
な
っ
た
。

　
ア
メ
リ
カ
政
府
は
ロ
ン
ド
ン
閣
僚
級
会
議
が
始
ま
る
前
に
は
す
で
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
と
ア
ジ
ア
援
助
と
を
リ
ン
ク
さ
せ
な
い
と

い
う
最
終
決
定
を
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
て
い
た
。
し
か
し
五
月
の
シ
ド
ニ
ー
会
議
と
は
異
な
り
、
連
絡
担
当
者
を
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
派
遣
し
て
い

た
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
、
計
画
案
の
内
示
、
解
説
を
含
め
ア
メ
リ
カ
政
府
と
緊
密
に
や
り
取
り
し
て
お
り
、
ま
た
後
臼
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
は

コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
諸
国
へ
の
援
助
に
動
き
だ
す
と
の
確
信
を
も
つ
に
至
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
議
会
の
中
間
選
挙
を
待
っ
て
ア
チ
ソ
ン
は
＝

月
二
二
日
、
「
諮
問
委
員
会
」
へ
の
参
加
意
向
を
イ
ギ
リ
ス
に
伝
え
た
。
そ
の
後
、
米
国
務
省
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
経
て
二
八
日
目
コ
ロ
ン
ボ

プ
ラ
ン
は
公
表
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
先
頭
を
切
っ
て
援
助
方
針
を
発
表
し
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
の
連
邦
諸
国
も
、
援
助
の
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

体
化
へ
向
け
て
動
き
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
翌
五
一
年
二
月
、
三
度
目
と
な
る
「
諮
問
委
員
会
」
が
再
び
コ
ロ
ン
ボ
で
開
催
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス

が
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
た
。
会
議
で
ア
メ
リ
カ
代
表
は
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
意
義
を
評
価
し
、
援
助
に
つ
い
て
も
関
係
国
と
の
連
携
・

調
整
を
考
え
る
と
し
た
。
し
か
し
具
体
的
な
援
助
は
、
議
会
の
検
討
を
待
っ
た
う
え
で
、
最
終
的
に
は
ア
メ
リ
カ
政
府
の
判
断
で
実
行
す
る
と
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の
考
え
を
示
し
た
。
そ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
の
立
場
表
明
も
あ
っ
て
、
援
助
は
個
別
・
二
国
間
方
式
で
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
方
、

「
諮
問
委
員
会
」
の
継
続
的
開
催
や
年
次
報
告
書
の
作
成
な
ど
が
決
ま
っ
た
が
、
常
設
機
構
に
つ
い
て
の
議
論
は
先
送
り
さ
れ
、
少
な
く
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

マ
ー
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
の
よ
う
な
援
助
、
協
力
、
協
議
ス
タ
イ
ル
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
関
係
国
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
際
開
発
協
力
の
枠
組
み
と
し
て
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
を
評
価
す
る
に
は
、
援
助
、
組
織
、
政
府
間
協
議
な
ど
五
一
年
以
降
の
実
際
の
展
開

を
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
援
助
政
策
に
つ
い
て
も
、
五
～
年
以
降
の
援
助
政
策
の
実
態
、
さ
ら
に
は
ア

ジ
ア
政
策
全
般
の
展
開
を
ふ
ま
え
て
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
援
助
政
策
そ
れ
自
体
、
朝
鮮
戦
争
勃
発
を
契
機
と
し
て
軍
事
援
助
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

う
大
き
な
枠
組
み
の
な
か
で
本
格
的
に
動
き
出
し
た
こ
と
を
念
頭
に
入
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
五
〇
年
～
一
月
の

開
発
計
画
自
体
は
、
個
別
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ
れ
に
必
要
な
資
金
援
助
・
資
材
供
給
が
列
挙
さ
れ
る
ス
タ
イ
ル
と
い
う
よ
り
、
国
内
で
の
資
金

調
達
や
金
融
政
策
、
対
外
収
支
問
題
に
も
言
及
さ
れ
た
マ
ク
ロ
的
な
経
済
開
発
・
発
展
政
策
を
描
い
た
も
の
と
な
っ
た
こ
と
は
記
す
べ
き
事
実

で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
開
発
計
画
と
世
界
経
済
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
記
述
が
割
か
れ
た
。
こ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
た
理
由
に
は
、
援
助

国
に
よ
る
干
渉
を
懸
念
す
る
声
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
、
ま
た
イ
ン
ド
に
と
っ
て
は
イ
ン
フ
レ
や
食
糧
問
題
を
悪
化
さ
せ
ず
に
国
内
で
開
発
資

金
を
調
達
す
る
必
要
が
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
直
接
の
資
金
供
給
を
望
ん
で
い
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
地
域
へ
の
全

般
的
な
ド
ル
流
入
を
切
望
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
の
主
張
も
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ド
ル
不
均
衡
解
消
の
た
め
の
生
産
拡
大
や
、

「
ド
ル
還
流
」
へ
の
ひ
と
つ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
示
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
に
と
っ
て
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン

の
成
立
は
積
極
的
意
味
を
も
ち
え
る
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　
も
う
ひ
と
つ
、
ア
ト
リ
ー
政
権
に
と
っ
て
重
大
関
心
事
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
に
関
す
る
結
論
は
、
「
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
の
価

値
あ
る
副
産
物
の
一
つ
」
で
あ
り
、
問
題
解
決
に
取
り
組
ん
だ
と
い
う
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
も
あ
る
と
さ
れ
た
。
ド
ル
援
助
と

の
直
接
の
リ
ン
ク
は
実
現
し
な
か
っ
た
が
、
残
高
の
安
定
的
な
解
除
に
見
通
し
が
つ
い
た
と
い
う
点
で
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ

ン
策
定
に
は
成
果
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
さ
ら
に
イ
ギ
リ
ス
政
府
内
で
は
、
「
も
し
ア
ジ
ア
計
画
が
全
く
な
か
っ
た
な
ら
ば
…
…
〔
戦
後
の
実
際
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の
解
除
額
の
推
移
か
ら
み
て
〕
今
後
と
も
イ
ギ
リ
ス
は
よ
り
大
規
模
な
残
高
解
除
を
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
疑
い
の
余
地
が
な

い
」
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ろ
う
」
と
総
括
し
た
の
で
あ
っ
た

「〔

C
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
セ
イ
ロ
ン
の
〕
戦
時
累
増
残
高
の
事
実
上
の
解
決
と
な

コロンボプランの成立とアトリー労働党政権のスターリング政策（山口）

①
ロ
ン
ド
ン
会
議
に
向
け
た
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
方
針
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
三
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。
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②
各
国
の
計
画
に
お
け
る
「
外
部
資
金
漏
の
必
要
額
は
、
イ
ン
ド
”
八
・
一
八
億

　
ポ
ン
ド
（
計
画
全
体
の
支
出
の
七
五
・
五
％
に
相
当
）
、
パ
キ
ス
タ
ン
”
～
・
四
五

　
億
ポ
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ド
（
＝
二
・
四
％
）
、
セ
イ
ロ
ソ
ー
六
〇
〇
〇
万
ポ
ン
ド
（
五
・
五
％
）
、
マ

　
ラ
ヤ
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
北
ボ
ル
ネ
オ
／
サ
ラ
ワ
ク
の
合
計
　
六
～
○
○
万
ポ
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ド
（
五
↓
ハ
％
）
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④
こ
の
会
議
に
は
代
表
団
は
派
遣
し
な
か
っ
た
。
そ
の
他
、
ビ
ル
マ
、
イ
ン
ド
ネ

　
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
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、
タ
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引
き
続
き
オ
ブ
ザ
ー
ヴ
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ー
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留
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る
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⑥
朝
鮮
戦
争
勃
発
後
の
西
側
各
国
、
特
に
ア
メ
リ
カ
の
「
再
軍
備
」
政
策
や
戦
略

　
備
蓄
、
イ
ン
フ
レ
の
進
行
に
と
も
な
い
一
次
産
品
の
需
要
増
大
、
価
格
高
騰
が
生

　
じ
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
各
国
の
外
貨
収
入
が
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
、
開
発
計
画

　
に
お
け
る
「
外
部
資
金
」
の
必
要
が
（
少
な
く
と
も
一
亜
目
に
は
）
低
下
す
る
こ

　
と
に
な
る
。
他
方
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
そ
う
し
え
　
次
産
品
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て

　
ア
ジ
ア
諸
国
が
、
そ
の
使
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
新
た
な
ス
タ
ー
リ
ン
グ

　
残
高
を
手
に
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
は
じ
め
た
。
ま
た
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
作

　
成
時
の
見
込
み
と
比
べ
て
残
高
使
用
の
実
際
額
が
少
な
い
こ
と
で
、
イ
ギ
リ
ス
の

　
資
金
「
拠
出
」
実
績
の
少
な
さ
に
対
し
て
悪
い
印
象
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

　
て
い
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
に
は
新
た
な
資
金
援
助
を
積
み
増
す
余
裕
は
な
く
、

　
技
術
・
人
材
育
成
支
援
を
よ
り
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
方
向
へ
と
姿
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変
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最
後
に
ま
と
め
に
か
え
て
、
本
論
で
検
討
し
て
き
た
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
形
成
と
の
連
関
を
ふ
ま
え

つ
つ
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
め
ぐ
っ
て
三
点
ほ
ど
考
察
を
述
べ
た
い
。

　
ま
ず
第
一
点
目
で
あ
る
。
ア
ト
リ
ー
政
権
の
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
に
お
い
て
は
、
経
済
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
や
規
模
よ
り
も
、
イ
ギ
リ
ス
の

対
外
収
支
改
善
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
が
優
先
さ
れ
た
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
安
定
、
強
化
と
い
う
視
点
が
常
に
中
心
に

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
戦
後
の
英
帝
国
・
連
邦
体
制
の
あ
り
方
を
わ
れ
わ
れ
が
考
え
る
際
に
、
イ
ギ
リ
ス
と
連
邦
諸
国
・
植
民
地
と
の
個
別

関
係
の
分
析
を
越
え
て
、
英
帝
国
・
連
邦
経
済
と
世
界
経
済
と
の
つ
な
ぎ
の
役
割
を
担
い
、
ま
た
世
界
規
模
の
通
貨
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
し

た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
総
体
的
に
理
解
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
二
点
目
と
し
て
雷
及
し
た
い
の
は
、
そ
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
性
格
に
つ
い
て
で
あ
る
。
皮
肉
な
こ
と
に
大
戦
後
の
ド
ル
不
足
状
況

に
よ
っ
て
、
国
際
準
備
・
決
済
通
貨
シ
ス
テ
ム
と
し
て
重
要
性
を
増
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
金
・
ド
ル
準

備
を
守
る
べ
く
輸
入
・
為
替
制
限
な
ど
に
よ
り
閉
鎖
性
・
差
別
性
を
強
め
て
い
た
。
し
か
し
、
ド
ル
圏
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
と
の
関
係
を
絶

つ
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
し
、
イ
ギ
リ
ス
と
英
連
邦
諸
国
と
の
力
関
係
の
変
化
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
支
え
る
た
め
に
イ
ギ
リ
ス
が

一
方
的
に
資
源
を
動
員
す
る
状
況
を
許
さ
な
く
な
っ
て
い
た
。
む
し
ろ
連
邦
諸
国
に
対
し
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
の
投
資
を
維
持
し
、
「
ド
ル

プ
ー
ル
」
か
ら
の
比
較
的
自
由
な
引
き
出
し
を
認
め
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
使
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
な
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
が
イ
ギ
リ
ス
の
圧
倒
的
な
経
済
力
で
支
え
ら
れ
る
国
際
通
貨
で
な
く
な
っ
た
以
上
、
利
害
や
必
要
で
結
び
つ
い
た
メ

ン
バ
ー
の
協
力
を
得
た
と
し
て
も
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
維
持
の
負
担
は
イ
ギ
リ
ス
に
よ
り
多
く
課
せ
ら
れ
た
の
が
第
二
次
大
戦
後
の
現

実
で
あ
っ
た
門
柳
3
】
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス
自
身
の
力
は
ま
っ
た
く
不
足
し
て
い
た
。
そ
こ
で
ア
ト
リ
ー
政
権
は
、
植
民
地
の
金
融
資
源
の
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表3　イギリス・スターリングエリア諸国の対ドル圏経常収支

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位 IOO万USドル

1938 1946 1947 1948 ユ949 1950 1951

イギリスの対ドル圏経常収支 一530 一1211 一2059 一1016 一1093 一224 一ユ192

英植民地の対ドル圏経常収支 158 134 40 206 202 408 462

英連邦・独立諸国の
ﾎドル圏経常収支

一97 一427 一1272 一469 一461 65 一ユ74

スターリングエリア諸国から
@　イギリスへの金売却

310 342 222 234 281 2工8

スターリングエリアの対ドル圏
@　　　経常収支合計

一904 一4131 一1642 一1416 862 一1140

虫なドル赤字の決済方法

US／Ca
@1123
US／Ca
@3273
PMF
@　240

US／Ca
@　352
dRP
@　682

ERP
t32
ERP
@705
ERP
@175

US／Ca：1945年英米・英加借款協定による融資／IMF：国際通貨基金（IMF）からの借り入れ／

ERP：マーシャル援助
（典拠）　：Cmd．8976，こ乃漉α」灘πgぬ珊Balance　of　Payments　1946　to　1953（1953）．

利
用
を
は
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
通
貨
、
貿
易
、
投
資
へ
の
徹
底
し
た

統
制
に
よ
っ
て
外
貨
を
吸
い
上
げ
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
央
準
備
強
化
に
貢

献
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
ア
フ
リ
カ
植
民
地
や
マ
ラ
ヤ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
増
加
が
物
語
っ
た
。
そ
う
し
た
植
民
地
の
す
が

た
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
の
債
権
・
債
務
関
係
を
逆
転
さ
せ
、
ス
タ
ー
リ
ン

グ
残
高
を
使
用
し
て
い
っ
た
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
お
け
る
立
場
の
変
化
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
成
立

が
暗
示
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
変
容
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
す
る
と
、
ア
ト
リ
ー
政
権
が
、
植
民
地
援
助
に
つ
い
て

は
イ
ギ
リ
ス
単
独
拠
出
に
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
も
理
解
で
き
よ
う
。
そ
こ

に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
安
定
に
貢
献
す
る
マ
ラ
ヤ
を
は
じ
め
と
し
た

東
南
ア
ジ
ア
植
民
地
経
済
へ
の
影
響
力
を
保
持
し
よ
う
と
い
う
意
図
が

読
み
取
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
、
植
民
地
か
ら
の
ド
ル
搾
取
を
も
っ
て
し
て
も
ス
タ
ー
リ
ン
グ

を
支
え
る
に
は
十
分
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
支
援
が
必
要
で
あ
っ
た
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
三
点
目
の
指
摘
を
し
た
い
。
現
実
に
イ
ギ
リ

ス
は
大
戦
終
結
以
降
、
英
米
借
款
協
定
や
マ
ー
シ
ャ
ル
援
助
を
通
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

巨
額
の
ド
ル
資
金
援
助
を
受
け
て
き
た
の
だ
が
、
～
九
五
〇
年
頃
に
な

る
と
ア
ト
リ
ー
内
閣
は
、
援
助
依
存
か
ら
の
脱
却
を
強
く
望
む
よ
う
に
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④

な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
大
戦
遂
行
の
た
め
に
負
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
へ
の
支
援
と
「
ド
ル
還
流
」
政
策
と
を
ア
ジ
ア
開
発
問
題
、

つ
ま
り
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
構
想
に
取
り
込
む
か
た
ち
で
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
援
助
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
自
ら
の
外

交
戦
略
や
対
外
経
済
政
策
を
追
求
し
、
ま
た
英
帝
国
経
済
に
対
し
て
伝
統
的
に
疑
念
を
も
っ
て
い
た
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
の
理
解
を
得
る
の
に
困

難
が
と
も
な
う
の
は
無
理
も
な
か
っ
た
。
ア
チ
ソ
ン
は
当
初
、
イ
ギ
リ
ス
の
構
想
に
好
意
的
で
あ
っ
た
。
他
方
ス
ナ
イ
ダ
ー
は
、
ス
タ
ー
リ
ン

グ
の
交
換
性
回
復
や
対
ド
ル
圏
差
別
解
消
を
意
識
し
て
い
た
た
め
ス
タ
ー
リ
ン
グ
支
援
に
関
心
を
持
っ
た
の
だ
が
、
結
局
は
、
ア
ト
リ
ー
労
働

党
の
経
済
政
策
や
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
の
排
他
的
運
営
へ
の
不
信
感
が
妨
げ
と
な
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
処
理
の
支
援
に
否
定
的
態
度
を

と
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
ル
不
足
状
況
や
東
西
対
立
の
激
化
、
冷
戦
の
ア
ジ
ア
へ
の
拡
大
に
直
面
し
、
ま
た
非
共
産
圏
の
な
か
で
の
英
連

邦
・
植
民
地
が
占
め
た
ウ
ェ
イ
ト
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
ト
ル
ー
マ
ン
政
権
に
と
っ
て
そ
の
存
在
は
肯
定
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ス

タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
解
体
は
利
益
に
な
ら
な
い
と
認
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
四
九
年
九
月
の
英
米
加
ワ
シ
ン
ト
ン
協

議
に
お
い
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
経
済
の
安
定
が
西
側
世
界
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
以
上
、
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
に
関
す
る
イ

ギ
リ
ス
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
国
際
経
済
・
通
貨
問
題
と
関
連
す
る
テ
ー
マ
と
し
て
受
け
止
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
な
の
で
あ

っ
た
。
ア
ト
リ
ー
政
権
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
コ
ロ
ン
ボ
プ
ラ
ン
成
立
の
過
程
と
、
そ
こ
で
の
英
米
間
の
や
り
取
り
か

ら
み
え
て
く
る
の
は
、
大
戦
後
の
新
た
な
世
界
構
造
の
も
と
で
「
脱
植
民
地
化
の
帝
国
主
義
」
と
し
て
再
編
を
経
験
す
る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
す
が
た
で
あ
っ
た
。

　
①
山
口
受
入
「
ア
ト
リ
ー
労
働
党
政
権
の
対
外
経
済
政
策
と
植
民
地
」
『
史
林
』
　
　
②
秋
田
茂
『
イ
ギ
リ
ス
帝
国
と
ア
ジ
ア
国
際
秩
序
ー
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
国
家
か
ら
帝

八
二
巻
四
号
（
一
九
九
九
年
）
。
植
民
地
保
有
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
残
高
の
推
移
に

つ
い
て
は
【
表
2
】
参
照
。
戦
後
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
政
策
と
植
民
地
経
済
政
策
と

の
関
係
に
つ
い
て
包
括
的
に
論
じ
た
も
の
は
、
≧
房
δ
H
餌
ぎ
α
ρ
b
ご
識
ミ
註
げ

9
ミ
ミ
磯
G
o
ご
ミ
ミ
ざ
欺
Q
無
、
ミ
b
象
ミ
§
齢
ミ
暁
§
隔
N
寵
㎏
心
綜
。
◎
（
8
0
ご
　
0
2
0
匡

国
8
器
≦
ω
置
℃
き
、
N
亀
職
ミ
暮
馬
肉
、
ミ
薄
肉
§
勢
鱒
鴨
識
駐
》
》
§
こ
N
ミ
暁
§
ミ
肉
昏
§
雫

ミ
詩
ぎ
贈
亀
ミ
賦
縣
漕
O
o
貯
ミ
舞
N
輸
へ
N
一
肌
c
Q
（
卜
o
O
O
一
y

　
国
的
な
構
造
的
権
力
へ
』
（
二
〇
〇
三
年
）
、
二
九
二
～
二
九
八
頁
。

③
【
表
3
】
参
照
。

④
多
δ
。
｛
四
該
。
自
翫
日
①
Φ
自
訂
α
q
。
｛
護
岸
器
β
膳
ζ
翅
6
㎝
O
甲

　
0
》
じ
σ
卜
⊃
一
＼
ミ
①
鮒
ヨ
b
o
ミ
ミ
§
財
§
常
識
駐
》
き
死
毒
O
竃
湯
§
ひ
ω
㊦
艮
Φ
ω
閏
曽
く
。
ゲ

　
N
u
o
ρ
窃
メ
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
エ
リ
ア
全
体
の
対
外
収
支

　
改
善
の
兆
候
を
受
け
て
（
こ
れ
は
一
時
的
改
善
で
あ
り
、
翌
五
一
年
に
は
深
刻
な
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対
外
収
支
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
）
、
他
の
欧
州
諸
国
に
先
駆
け
て
マ
ー
シ
ャ
ル
援

助
の
受
け
取
り
を
五
〇
年
末
で
停
止
し
た
。

ジ
ア
に
お
け
る
新
国
際
秩
序
の
形
成
と
国
際
動
転
計
画
の
総
合
的
研
究
〕
研
究
代

表
　
渡
辺
昭
一
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
｝
部
で
あ
る
。
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
阪
座
業
大
学
非
常
勤
講
師
）

【
本
稿
は
、
平
成
十
九
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
A
「
ア

コロンボブランの成立とアトリー労働党政権のスターリング政策（山口）

（831）33



The　Attlee　Labour　Government’s　Sterling　Policy　and　the　Colombo　Plan

by

YAMAGucm　lkuto

　　In　November　i950，　the　Colombo　Plan　for　Co－oPerative　Economic　DeveloPment　in

South　and　South－East　Asia　was　published．　The　plan　set　forth　schemes　foy　the　eco－

Romic　development　ef　six　British　Commonwealth　states　and　dependent　terxitories．

Many　scholars　have　pointed　out　two　objectives　of　the　Attlee　government’s　policy

on　the　Colombo　Plan：　stabilising　South　aRd　Southeast　Asia　politically　and　involving

the　American　co－operation　while　maintaining　the　British　infiuence　in　this　region．

However，　it　has　not　been　mentioned　fully　that　the　Attlee　government’s　sterling

policy　of　1949－50　crucially　impacted　the　formative　process　of　the　PlaR　as　wall　as

drected　its　style　and　contents　of　the　Plan．

　　Although　the　United　Kingdom　and　the　steyling　area　were　hit　by　a　severe　dollar

crisis　in　1949，　the　A£tlee　cabinet　was　unable　£o　adopt　the　external　ecenomic

strategy　of　the　‘two－woyld　economy’　which　would　insulate　the　sterling　area　from

the　dollar　economy．　The　Attiee　Government　confirmed　that　Britain　would　continue

the　‘dollar－earning　and　saving’　policy　to　improve　the　baiaRce　of　payments　of　the

sterling　area．　One　task　for　sti’eRgthening　sterling　was　to　settle　the　accumulated

‘sterling　ba｝ances’，　that　is，　Britain’s　external　debt．　The　balances　held　by　lndia，

Pakistan，　Ceyion　and　Egypt　were　pai’ticularly　unstable　and　lai”ge．　However，　impos－

ing　a　1imit　to　release　these　balances　would　curb　their　economic　development，　and

it　would　cause　grave　political　and　strategic　consequences　in　this　region　under　the

growing　Communist　threat．　The　Attlee　cabinet　began　to　seei〈　the　way　to　lmk　the

settlernent　of　the　sterlmg　balances　prob｝em　with　the　US　aid　for　Asian　couRtries．

In　January　1950，　the　Colombo　conference　of　the　British　Commonwealth　forelgn

m加s之ers　recommended　that　the　respec縫ve　gover㎜ents　exa血｝e　the　possib皿des

of　co－operation　to　ensuye　the　region’s　economic　development．　Nevertheless，　the

framework　of　the　programme　or　the　way　in　which　assistance　would　be　provided

was　not　decided．　The　foreign　ministers　beheved　that　the　success　of　the　progr’am－

me　depended　on　the　American　participation　and　the　Truman　administration’s　atti－

tude　was　first　to　be　coniiirmed．　Meanwhile，　the　British　government　began　to　think

that　the　dollar　assistance　should　not　be　sought　only　as　a　means　to　draw　tlte　Amer一
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ican　cormnitrnents　to　the　region．　As　noted　in　the　Treasury　paper，　‘this　subject

［Asian　development］　brings　together　the　chief　elements　in　our　overseas　economy

－the　viability　of　the　UK　and　of　the　whole　sterling　area，　the　steriing　balances，　the

long－term　world　dollar　problems　and　post－ERP　［i．e．　Marshall　Plan］　aid’．　Thus，　a

correlation　between　the　Attlee　government’s　sterling　policy　and　the　formation　of

the　Colombo　Plan　was　established．

Around面d－Apr丑，　Britain　pu£　a　for　lal　proposal　before　the　US　government．　The

proposal　stated　that　the　dollar－receiving　Asian　countries　should　cancel　a　part　of

their　sterlmg　balances．　The　foilowing　month，　the　Sydney　Commonwealth　meeting

was　called．　While　the　Australian　Foreign　Minister　Percy　Spender　proposed　an　im－

mediate　and　emergency　assjstance　action　for　the　region，　the　British　delegates

opposed　the　idea．　lnstead　they　argued　that　Asian　countries　shouid　make　long－terrn

and　comprehensive　development　plans　for　accelerating　the　production　of　foocl　ar｝d

raw　materials．　The　British　delegation　also　noticed　that　it　was　not　the　physical

shortages　of　particular　1〈inds　of　commodities　or　equipments　but　the　limitation　of

iinances　that　would　hinder　the　progress　of　the　region’s　development．　Britain’s

priority　matters　were　nurturing　the　‘doliar－earning　and　savirig’　potentials　of　the　re－

gion，　drawing　doilar　aids　aRd　discussing　the　settlernent　of　the　sterting　baiances，　all

of　which　would　ease　the　sterling　area’s　dollar　problem．　The　Sydney　conference

asked　the　Asian　countries　to　submit　a　six－year　development　programme　and　to　in－

foiTm　the　amount　of　the　external　finance　required．

　　Although　Britain　wasn’t　able　to　reallse　a　direct　linkage　between　the　US　dollar

assistance　and　handling　the　sterling　balances，　the　concepts　and　conten£s　of　the

Colornbo　Pian，　which　was　approved　at　the　London　Commonwea｝th　Conference　of

Septernber，　reflected　Britain’s　viewpoints．　The　completion　of　the　Plan　led　to　the

Arnerican　participation　in　the　Plan　and　opened　the　way　for　dollar　circulation　to　the

region．　Therefore，　foirrning　the　Plan　seemed　to　have　positive　implicagons　for　Bri－

tain’s　sterlmg　policy．　ln　parallel，　an　agreement　was　reached　in　the　negotiation　for

settling　the　sterlmg　balances．　lndia，　Paldstan　and　Ceylon　agreed　to　use　their　balan－

ces　in　accordance　with　the　Plan　step－by－step　manner．

　　ln　concludmg　this　article，　some　remarl〈s　about　the　post－war　sterllr1g　system

would　be　mentioned．　First，　when　we　discuss　the　nature　of　the　post－war　Brttish

Empire－Commonwealth，　it　is　important　to　considey　the　sterlmg　system　as　a　who｝e．

It　is　insueecient　to　focus　on　the　bilateral　re｝ations　between　the　UK　and　the　Com－

monwealth　countries／colonies．　Second，　in　the　post－wai“　situation，　Brltain　could　not

unilaterafly　mobilise　the　resources　of　the　Commonwealth　members　for　the　metro－

politan　needs．　Brkain　itself　had　to　bear　additional　burdens　in　sustaming　the　sterling

system．　Hence，　the　Attlee　government　turned　its　a£tention　to　exploiting　the　colo一
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niai　financial　resources．　The　Colombo　Plan　had　implications　in　terms　of　the

changes　in　the　power　balances　among　the　sterling　area　members．　However，　the

colonial　resources　were　not　suracient　to　support　sterlmg．　Britain　required　the

American　assistance．　The　US　admmistration　had　been　sceptical　of　the　British　im－

perial　economic　system；　however　the　Americans　could　not　reject　the　Attlee　gov－

er㎜ent’s　proposals　of　the　Colombo　Plan　biuntly．　Conside血g　the　intensthcation　of

the　cold　war　rivairy，　the　Truman　aciministration　had　no　choice　but　to　acknowledge

the　importance　of　the　sterling　system　for　the　Western　economy　and　had　to　discuss

the　pyoblem　of　the　sterling　baiances　and　the　world　doliar　shortage．　The　formation

of　the　Colombo　Plan　aRd　the　Anglo－American　discussions　there　refiected　the　tirans－

formation　of　the　sterling　system血to　an‘in｝perialism　of　decolonization’under　the

emerging　post－war　world　structures．

De　1’ordalie　et　le　duel　a　1’enquete：　les　preuves　judiciaires　et　la　soci6t6

　　　　　　　　　　　dans　1’ouest　de　la　France　aux　Xle　et　XIIe　sibcles

par

ToDoRol〈1　Kotaro

　　Il　est　adms　que　le　XIIIe　sibcle　voit　le　d6velopement　des　moyens　nouveaux　de

preuve　judiciaire　comme　t6rnoins　et　actes　et，　d’　autre　part，　le　recul　des　moyens

traditionnels，　c’est－a－d辻e　rordaHe　et　Ie　duel．　Cet　article　vise　b　montrer，　d’abord，

que　on　assistait　b　la　diversit6　des　preuves　dans　les　deux　siecles　pr6c6dents，　et

puis，　que　ll　y　avait　des　liens　6troits　entre　les　preuves　judiciaires　et　la　soci6t6．

　　Voitb　une　chose　6tonnante　qui　merite　un　examen　attentif：　g　arrivait　parfols　que

l’on　produisait　un　t6moin　ou　une　charte，　et　puis　allait　proc6der，　ou　faire　proc6der

par　le　t6moin　ou　un　repr6santant，　a　1’ordalie　ou　au　duel　pour　se　justdiey．　Cette

且田son　des曲en宅es　sortes　de　preuve，　comment　eta辻一eRe　possible？　Les　moines

s’effoygaient　de　se　procurer　des　t6moins　fideles　qui　se　risquassent　non　seulement

2　t6rnoigner　en　justice　mais　aussi　prendre　en　charge　1’ordalie　ou　le　duel，　lorsqu’ils

creaient　des　reiations　d’amiti6　ou　des　rapports　f60dals　avec　des　seigneurs　lalcs．　La

d6pendence　des　serfs　R　leur　6gard　servait　au　meme　but．　Les　chevaliers　ou　les

serfs飼eles　se　posaient　en　t6moins　aux　cot6s　de　leurs　am1s　ou正eurs　ma宝tres，

d6posant　ce　que　iks　“ont　vu　ou　entendu”，　et　en　cas　6ch6ant，　allaient　jusqu’）　prop－

oser　ou　assumer　le　“judicium　Dei”　pour　prouver　leur　t6moignage　et，　att　rr｝eme
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